
    
      
        
      
    

  












　本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



　本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



　本作品は縦書きでレイアウトされています。

　また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



※この物語はフィクションであり、実在の人物・団体・事件等とは一切関係ありません。	



    
      ＣＯＮＴＥＮＴＳ

      
        	
          §　プレリュード
        

        	
          §　プロローグ
        

        	
          §　１
        
	
        	
          §　２
        
		  
        	
          §　３
        
		  
        	
          §　４
        
		  
        	
          §　５
        
		  
        	
          §　６
        
		  
        	
          §　７
        
		  
        	
          §　８
        
		  
        	
          §　９
        
		  
        	
          §　10
        
		  
        	
          §　11
        
		  
        	
          §　エピローグ
        
		  
        	
          あとがき：谷村二十円
        
		  
        	
          あとがき：上條ロロ
        
		  
      

    
  

	
表紙


	
目次


	
奥付け






    


§　プレリュード



「はあ……、こんなに美味しそうな肌をして」

　長い髪の男が近づいてきて、首筋に氷のような口づけを落とした。

「……ぁあ……っ……」

　二度、三度とされ、ノエルの体はびくびくと震える。

　裸で抱き合う相手の男は、アンデッドだった。

《アンデッド》––––つまり不死者。生ける屍しかばねという意味で《リビングデッド》とも呼ばれる。

　命のない体に熱い血が流れることはなく、体温は気温と同じかそれ以下だ。

　血色のない肌は釉薬をかけて焼いた陶器のように青白く、無機質だった。

　それでも男は雄の欲望を持っていて、オメガであるノエルの体を貫こうとしている。

　初めて抱かれる相手が人でないなんて……。今年ハタチになったばかりのノエルはここへ来るまで想像もしていなかった。

「……ああっ！」

　戸惑ううちに腕の内側を甘噛みされた。

　声をあげるノエルを眺め、男がこぼす。

「優しくできる気がしないな。お前の体は、俺にとってご馳走以外の何ものでもない」

「……っ、ひ！」

　素肌の上を、冷たい舌が這っていく。

　慣れない刺激に翻弄されるノエルを、男は漆黒の瞳で見つめていた。

　胸の頂まで彼の唇が移動していく。

「……やっ、あんっ」

　口に含んで吸われた。

　そこを吸ったり舐めたりされると、どうしてか体全体がむず痒い熱に犯される。

　いけない欲望が、ノエルの体の奥にも目覚め始めていた。

（何これ……）

　怖い。けれども逃げられない。

「嫌じゃないんだろ？」

　耳元で男がささやく。

　見せつけるように、濡れた左右の胸の先を指でこねられた。

　痛い、そして気持ちいい。

　それから指先でぎゅっとつままれ、初めての快感がノエルの体を突き抜ける。

　息を乱してもだえるノエルの後孔に、男の指が差し込まれた。

（ああ、そこ……！）

　その中を乱されたい。オメガの本能が主張する。

　欲しい。汗が出る。

　だが男は強引には動かない。

　体内に積み重なる狂おしい熱に、ノエルはすでに耐えられそうになかった。

「僕を早く––––あなたのものにしてください」

　涙声で自から懇願する。

　その目尻を濡らす熱は、汗なのか涙なのか。

「––––ああ。そうしよう」

　男が指でじらしたノエルの後孔に、ゆっくりと自らの欲望をねじ込んだ。

（ああ––––！）

　硬く冷たい雄の凶器が、体内のやわらかな部分を切り裂いていく。

　衝撃に声も出なかった。

　もう戻れない。でも構わない。

　欲しかったものを与えられ、体が歓喜している。

　生きた体と死んだ体、その交わりが生むものは……。

　彼が耳元で愛の言葉をささやく。

　そしてノエルは暗い快楽の渦の中に囚われていった––––。


§　プロローグ



　幼い子どもの細い腕に青白い血管が浮く。

　腕を押さえた看護師が、猫なで声で言った。

「力抜いて～、痛くないから。点滴のカテーテル変えるの。前もやったでしょ？」

「やだっ、このまえだっていたかった」

「痛くない」

「いたかったもん！」

「痛いと思うから痛くなるの！」

　細い腕に針が勢いよく突き刺さる。

「いやああああっ！」

　ノエルは泣いた。悲痛な声をあげて。

　四歳の彼には、痛みに対する心の準備ができていなかった。

「はぁ……。やぁね、大げさで……」

　看護師は手早く点滴の処理を済ませて行ってしまう。

「……ひっく……っ、うう……」

　病室には背中を丸めて泣くノエルと、彼のしゃくり上げる声だけが残された。

　木漏れ日の差し込む窓はベッドから遠く、部屋の中はひんやりしている。

　外から子どもたちのはしゃぐ声が聞こえた。

　ノエルも外で遊びたい。だが、産まれつき体の弱い彼にはかなわなかった。

　そのうち光あふれる窓辺に、バラバラと激しい雨が降りだした。

　もう子どもたちの声も聞こえない。

「……ふ……」

　ノエルが泣くのをあきらめ、ベッドへ体を横たえようとした時。

「ノエル？」

　誰かが病室をのぞいた。

「……だあれ？」

　戸口にいるのはノエルと同じ年頃に見える男の子だ。

「トーリ」

　男の子が答える。

「トーリ？」

「そう、きみのフィアンセの」

「フィアンセ……？」

　それも知らない言葉だった。

　その《フィアンセ》の《トーリ》がまっすぐにノエルのベッドへ歩み寄ってくる。

「どうして泣いてた？」

「それは……テンテキがいたかったから……」

　答えながら、ノエルは子どもじみた自分の行いを恥ずかしく思った。

　だがベッド脇まで来たトーリはその頬に、親しみのこもった笑みを浮かべている。

「まだ痛い？」

　ノエルは点滴につながれた自分の腕を見て、首を横に振った。

「……でも……いたかった……」

「だったら、痛いのはここだよな？」

　トーリの指がすっと伸びてきて、ノエルのパジャマの胸元を指さす。

（こころ……？）

　ノエルはどう答えていいのか分からない。

　そうしているうちにトーリがベッドのふちに腰掛け、距離がぐっと近くなった。

「話をしよう」

「ハナシ？」

「そう、ハナシ。話をしたら、寂しくなくなる」

　心が痛いのは、寂しいせいなんだろうか。

「ハナシ……。でも、なんの？」

　ノエルは首を傾げた。

「なんでもいいよ。俺はなんでも知ってる」

　トーリは何もかも吸い込んでしまいそうな、漆黒の瞳でノエルを見つめる。

　ノエルはおずおずと口を開いた。

「……じゃあ、トーリのことをおしえて」

「俺のこと？」

　トーリは嬉しそうに目を細める。

「よし、話そう！　俺はゴーストの親玉だ」

「《ゴースト》の《親玉》……」

　それならノエルも知っている。アニメで見たことがあるからだ。

「ああ。この辺のゴーストはみんな俺の言うことを聞くぞ。山の向こうの泉の辺りまで、逆らうやつは一匹残らずやっつけたからな」

「どんなゴーストをやっつけたの？」

「狼男だろ、燃えさかる馬だろ、それからガイコツ伯爵と子分のグールたち百体！」

「ひゃくたい！」

「それでガイコツ伯爵は今俺の子分になってるんだ。あいつは危ないヤツだからノエルには会わせられないけど……そうだ！」

　トーリが首を傾けると、彼の艶のある黒髪の隙間から小さな生き物が顔を出す。

「わ、何それ！」

「ハムスターのゴーストだ」

　赤い目をした白い毛並みのハムスターが、トーリの肩から手のひらに移動した。

「可愛いだろ？　死んでるからあったかくはないけど、フワフワしてて気持ちいい」

　トーリがハムスターに命令する。

「ノエルのところへ行け」

「わ、きた！」

　ノエルの手に乗ってきたハムスターには、熱も重さもないようだった。でも小刻みに動いて匂いを嗅ぐ仕草はハムスターそのものだ。

「すごい、トーリはほんとうにゴーストのボスなんだね！」

「それでお前のフィアンセだからな」

　彼は唇に笑みを乗せ、まぶしげにノエルを見つめた。

（あ……っ……）

　じっと見つめられると、ノエルの胸の鼓動はどうしてか速くなる。

　トーリの顔は艶があって真っ白で、まるで陶器でできた人形みたいだけれど、唇は色気のある紫色をしていた。

「ノエルは可愛いな。今すぐ攫ってしまいたいけど……」

　彼が小さく息をついた。

「まだ早いな。大人になるまで、パパとママのそばで過ごしたいだろうし」

「え……？　うん……」

　夜には会いに来てくれるはずのパパとママが恋しくなる。

　けれどもトーリがいてくれれば寂しくない。毎日来てくれればいいのに……。

「ねえトーリ、またここへきてくれる？」

　少し唐突なノエルの言葉に、トーリは不思議そうにまばたきをした。

「来るよ。お前に望まれればいくらでも」

「ほんとうに？」

「本当だ」

　紫色の唇が近づいてきて、ノエルの額に触れた。

（わっ！）

　氷みたいに冷たくてびっくりする。

　けれどもその唇はすぐに離れていってしまった。

　病室の戸口から悲鳴が聞こえたからだ。

「きゃああああっ！　バケモノ！」

　さっきの看護師だった。

　彼女は後ろの壁まで後退しながら、震える手でこちらを指さしている。

「バケモノって……」

　なんのことを言っているのか。ノエルは首を傾げながらトーリを見た。

　ところが……。

　そこにはもう、トーリも彼のハムスターもいなかった。


§　１



（ここがあの病院……？）

　二十歳の生田いくたノエルは、ダウンタウンの一角にある白い建物を見上げていた。

　青い空と白い雲、そして街を取り囲む美しい緑は、記憶の中の景色と変わらない。

　ところが病院の建物は違った。見るからに新しい箱形の建物は、おそらく最近になって建て替えられたものだ。

　ノエルが小学校に上がる前の数年間を過ごした、あの場所はどこにもなかった。

（せっかく帰ってきたのに……）

　ノエルは夏の香りがするまぶしい青空に向かって息をはく。

　ここはスプーキーバレー。大自然に囲まれたこの土地は、合衆国西部でも有数の保養地だ。夏はゴルフやハイキング、冬はスキーやスケートが楽しめる。春から秋にかけては、この土地へ結婚式を挙げに来るカップルも多い。

　山際にはホテルや別荘が連なり、ノエルが今いる低地には、商店や銀行など街の中心的機能が集中している。

　スプーキーバレーは自然豊かだが、暮らすのにもそれほど不便でない土地だった。

　ただ観光客向けの店は強気の値段設定で、さっき飲み物を買いに行ったノエルはびっくりしてしまった。

　それはともかく。

　ノエルの両親は自然豊かなこの街で、生まれつき体の弱いひとり息子を療養させていた。

　それからノエルの体がよくなり、ちょうど小学校に上がるタイミングで日本へ移住した。

　母の故郷がスプーキーバレー、父の故郷が日本だったのだ。

　六歳からずっと日本で生活してきたノエルは、この街のことをほとんど覚えていなかった。覚えているのはここに住んでいた頃、大半の時間を過ごしていた病院でのことくらいで……。

　––––ノエルは可愛いな。今すぐ攫ってしまいたいけど……。

　思い出し、胸に小さなさざ波が立つ。

　––––まだ早いな。大人になるまで、パパとママのそばで過ごしたいだろうし。

（トーリ……。僕は大人になったけど、トーリはどこへ行ってしまったんだろう？　この街に来たら、もしかしたら会えると思ってたのに……）

　あれからトーリは幼いノエルの病室に、何度も遊びにきてくれた。

　病院から出られず友達のいなかったノエルにとって、彼は特別で、それは思い出になってしまった今でも変わらない。

　あきらめきれず、病院内の外来エリアと建物の周囲をぐるりと一回りしてみる。

　やはりトーリの姿はなかった。

（トーリ、きみは本当にここにいたのかな……？）

　今思うと同年代––––四、五歳の子どもがひとりで病院に出入りするはずがなくて。

　しかもハムスターを連れた風変わりな子だ。あれは夢か、幼いノエルの寂しさが作り出した幻だったのかもしれない。

　ただ、ひとつの事実が、あれが夢や幻だとは言い切れないことを示唆していた。

　ノエルの母親が、同じ頃に出産する親友と約束を交わしていたのだ。

　産まれてきた子たちがアルファとオメガだったら、ふたりを結婚させよう––––。

　そしてノエルはオメガの男の子として産まれ、相手の子はおそらくアルファの男の子だった。

〝おそらく〟というのは、その後、相手の子どもは産まれてこなかったからだ。

　死産だったらしい。

　つまりその彼が無事に産まれていればノエルのフィアンセになっていたわけで、トーリが幼いノエルに対し、フィアンセだと名乗ったことと重なる。

　トーリはこの世に産まれてこなかった、ノエルのフィアンセではないだろうか。

　ノエルは以前からそう考えている。

　死者がフィアンセだなんて、なんだか恐ろしいけれど……。

　それでも記憶の中にいる彼を求めて来てしまったのは、それだけトーリが特別で、大好きな存在だったからだ。

（トーリに会いたい）

　胸に、甘く切ない疼きを感じる。

　そんな時、海外接続アプリを設定していたスマートフォンが鳴った。

（電話……？）

　登録されていない番号からだ。

（まさか、トーリから……なわけないよね!?）

　ノエルは病院の前庭にあるベンチに座り、ドキドキしながら通話ボタンをタップする。

　するとすぐに明るい声が聞こえてきた。

『ハロー？　ノエルくん元気？』

「……え、マリーおばさん？」

　彼女は母の親友、マリーおばさんだ。彼女の産まれてくるはずだった息子とノエルとの婚約はかなわなかったけれど、以降も家族ぐるみでの付き合いが続いている。

　何度か母を訪ね、日本にあるノエルの家に遊びに来てくれたこともあった。

　毎回、ものすごい数のプレゼントを抱えて……。

　マリーおばさんは親友の息子にも愛情いっぱいに接してくれる、懐の広い女性だ。

『久しぶり！　ノエルくんがスプーキーバレーを訪れるって聞いて電話してみたの』

「お久しぶりです。実は一時間前に着いたところです」

『残念だわー、すごく会いたかった！　今は仕事の都合でロスを離れられなくて』

　マリーおばさんの一家も昔はスプーキーバレーに住んでいたけれど、今はロサンゼルスに移住している。そのことはノエルも知っていた。

「僕もできればそちらへご挨拶に行きたかったんですが……」

　大学の夏休みを利用した貧乏旅行だ、旅費の都合でそうそう自由には動けない。

『またそのうち会えるわ』

　おばさんが続けた。

『それよりスプーキーバレーはいいところだから楽しんで！　そうそう、うちの実家の古い屋敷がサロメ湖のほとりにあるのよ。使えるならあそこを使って』

「えっ……いいんですか？」

　ノエルは思わず耳に当てていたスマートフォンを確認する。

　なるべく費用を抑えたゲストハウスを利用しようと思っていたけれど、おばさんの家に泊まれるなら大助かりだ。

『いいのよ。長いこと誰も行ってないから、ガタが来てると思うけど』

「ありがとうございます！　雨風しのげれば十分です」

　でも、さすがにタダで使わせてもらうのは申し訳ない気がする。

「そうだ、宿代の代わりに、何か僕にできることはありませんか？」

『そうねえ……』

　電話の向こうのおばさんは、少し考えてから答えた。

『だったらお掃除をお願いしようかしら！　そろそろ業者に頼まなきゃと思ってたのよね。広いから大変かもしれないけれど……。玄関周りだけでもきれいにしておいてくれたら、今度行った時に助かるわ。掃除用具は階段下の物入れにあると思う』

「掃除ですね、そんなことでよければ！」

　ノエルはふたつ返事で引き受ける。

（絶対にピカピカにしよう！）

　タダで泊まるところが見つかってよかった。掃除を頑張れば、少しはおばさんへの恩返しにもなるだろうし。



　それからノエルは書店で買った地図を頼りに、木漏れ日の落ちる道を行った。

　スマホの電池は温存しておくに限る。地図アプリで充電切れになって迷子になってしまったら困るから。

　でも結局地図を読み違えて少し迷ってしまい、電話で聞いた住所へたどり着いた時にはすでに日が暮れていた。

（本当にここで合ってる？）

　木々に囲まれた小道の先、黒々とそびえたつ三角屋根の建物をノエルは見上げる。

　ツタの這う窓を数えると、建物は三階建てか。部屋数はどれくらいあるんだろうか。窓の数からしてざっと二、三十はありそうだ。

　家というより、まるでホテルかお城みたいだとノエルは思った。

（マリーおばさんのところはお金持ちだと思ってたけど、ご実家がこんなに大きなお屋敷だったなんて……）

　それからノエルはダイヤル式の南京錠を開け、門の中へと足を進める。

　錠のナンバーが合っていたことを考え合わせると、ここがおばさんの家だということは間違いない。

　しかし知らない真っ暗な建物に近づいていくのは怖かった。

　雑草の生い茂った庭を行き、正面玄関の前にたどり着く。

　そこでノエルは一度深呼吸した。

　正面玄関の合い鍵は聞いていた通り、庭にあるいくつかの植木鉢のうちのひとつに隠されていた。それを使って玄関のドアを解錠する。

　ガシャッとやや乾いた金属音。

　ギイッと音を立てて扉が開いた。

　中をのぞいても暗くて何も見えない。ノエルはスマホの懐中電灯を点けた。

「こんばんはー。お邪魔しまーす……」

　声を出した方が怖さが紛れる。それで誰もいないとは分かっていたけれど、中に向かって恐る恐る声をかけた。

　毛足の長い敷物を踏み、ゆっくりと玄関ホールに入っていく。

　広いホールの正面に、なだらかに上っていく階段。その奥の壁にはいくつかの絵の額縁が見えた。

　階段下には古めかしいヨロイが何体も。何かのレプリカだろうか。

　頭上にはシャンデリア風の照明器具がぶら下がっている。ずいぶんレトロな趣味だ。

　とりあえず明かりを点けたい。ブレーカーは……。

　アラベスク模様の壁紙が貼られた壁をたどっていき、玄関脇の壁にブレーカーボックスを見つけた。

　背伸びしてブレーカーのつまみをあげる。

　カチッという音……、明かりは点かない。

　照明のスイッチを探さなければダメなのか。

　そう思った時、ようやく頭上の明かりが灯った。

　ノエルはほっと息をつく。

　ホールを照らす明かりはやわらかだった。

　もう少し光量が欲しい気もするけれど、これはこれで風情があっていいかもしれない。

（電気はオッケー。水道は……？）

　玄関ホールの脇に手洗い場を見つけ、そこの蛇口をひねった。

（よかった！　ちゃんと水も出る）

　あとは建物の全体像を把握したい気もしたけれど、やっぱり今の時間、暗い屋敷内を探索するのは大変そうで、それは明日にしようと考える。

（今は寝る場所を確保して、そこに寝袋を広げよう。どこにしようかな？）

　そうして辺りを見回した時。

　ノエルは玄関ホールから続く廊下に、何か動くものを見た気がした。

「……えっ、何!?」

　自分ひとりだと思っていた空間に何かいる。

　虫かと思ったが大きい。

　チチッと鳴くその小さなものは、よく見るとねずみのようだった。

「うわあ、ねずみかあ……」

　古い家にねずみがいても不思議はないけれど、ノエルも寝ている間にねずみにかじられたくはない。

（どうしよう？　なんとかして出ていってもらえないかなあ……）

　忍び足でねずみを追いかける。

　ところがそのねずみのお尻に、あるべき長い尻尾がついていなかった。

（あれ？　これって）

　既視感を覚えて顔を寄せる。

　薄暗いせいではじめは分からなかったけれど、その生き物はハムスターのようだった。

「えっ、なんでハムスターが？」

　ハムスターはノエルの声に驚いたのか、走ったり止まったりしながらどんどん廊下の奥へ行ってしまう。

「ちょっと待って！」

　ノエルは導かれるようにしてあとを追った。

　それにしても人の住んでいない建物の中に、ハムスターの餌になるようなものがあるだろうか。あまり考えられない。それにハムスターなら野生にはいないだろうし。

　悩みながら追いかける。

　暗い廊下の先に光が見えた。

（裏口……？）

　廊下の突き当たりにドアがあり、そこが半開きになっていた。ドアの先は外の景色だ。

　ハムスターは裏口から外へ飛び出していったように見えた。

　ノエルもドアを押して外へ出る。

　すると外には星空の景色が広がっていた。

「すごい……！」

　表の門の辺りと同じように荒れ放題の庭だが、こちらには高い木はなく景色が開けている。

　庭がどこまでも広がっているようだった。

　空にはエメラルド色に染まった満月と、無数の星々。そしてその下にあるのは……。

　人けのない墓地だった。

　石造りの十字架が、いくつも真っ黒な影として並んでいる。

　不気味だけれど、それと同時に美しい景色だ。

「あ……」

　景色に見入っているうちに、ハムスターを見失ってしまった。

　古いお屋敷の裏が墓地なんて、なんだか物語の世界みたいだ。

　ノエルは墓地の中へと足を進めた。

　さび付いた柵をくぐっていき、月明かりに照らされた墓石を眺める。

（ここに書いてあるのは人の名前だよね？　おばさんの家のご先祖さまとか？）

　マリーおばさんの苗字は《プリーストリー》だった。

　プリーストリー姓の刻まれた墓石を探す。

　それは墓地の中心辺りにいくつも見つかった。

（あ……もしかして……僕のフィアンセになるはずだった子どものお墓も？）

　死産だった子どもを埋葬するのはよくあることだ。

　ざわざわとした胸騒ぎ。

　真上から照らす満月を、どうしてかひどくまぶしく感じた。

　誰かが見ている––––。突然そんな気がしてノエルは辺りを見回した。

　やっぱり誰もいない。しかし胸騒ぎは止まなかった。

　その時、比較的新しい墓石の文字を見て息が止まる。

（––––トーリ、プリーストリー……！）

　墓石の文字を指でたどり、それから息をして夜空を見上げた。

　ああ……、死んだ子どもに《トーリ》という名前が付けられていたなんて。

　もう一度見た時には文字がぼやけて見える。

　土の上にひざを突き、指先で文字をなでた。

「トーリ……。僕は……僕はこの家へ、きみと会うために来たんだ……」

　声に出して言い、とても腑に落ちた気がした。

　幼い頃のノエルが彼に会えたのは、覚えていないけれど、きっとおばさんからトーリの名前を聞いていたからなんだろう。

　幼いノエルの孤独な心は、産まれてこなかった彼をずっと求めていた。

　だから妄想の世界でゴーストの彼を生みだした。

「トーリ、きみが産まれてきてくれたら、僕たちは一緒にいられたのに……」

　けれども彼は死者で自分は生者で。ノエルはすでに大人になってしまった。

　子どもの時のように無邪気な妄想の世界でトーリに会うことは、今のノエルにはできそうにない。

　孤独だ……。

　家族に愛され周囲の人にもよくしてもらって、こんなふうに思うのは贅沢なのかもしれないけれど……。

　じっと目頭を押さえる。

　一人きりの夜の墓地を、風が無言でなでていった。

　それから息をついた時、ノエルはすぐそばに誰かの気配があることに気づく。

　ドキリとして顔を上げた。

「……っ、誰……？」

　風に長い黒髪をなびかせ、真っ白な服を着た男が目の前に立っていた。

　身につけているフロックコートやシャツだけじゃない。彼の手も顔も真っ白だ。

　まるで陶器人形みたいな男だった。

　月明かりに照らされた顔の目元は暗くくぼんでいて、長いまつげがそこを妖艶に彩っている。黒に近い紫色の唇は、まるで女性のようなきれいな形をしていた。

　だが背が高く肩幅もあり、彼が男性であることは間違いなさそうだ。

　男が闇に染み渡るような声で言った。

「よく来たな。だがここは危ない」

「危ないって……、何が？」

　意味が分からずに聞き返す。

　彼はさらりと髪を揺らして辺りに目を向ける。

「満月の晩はゴーストたちの血が騒ぐ」

　周囲にある墓石が、風にゴトゴトと音を立てた。

　いや、墓石が風くらいで揺れるはずがない。

　何者かが墓石の下から這い出してくる––––。

（––––えっ、ウソ!?）

　ノエルは逃げようとして段差に足を取られる。

「うわあっ！」

　別の墓石の下から伸びてきた手に、足首をつかまれた。

「ヒェエエエッ！」

　情けない声が出る。

　干からびた手を蹴り飛ばした途端、今度は上からの攻撃だ。

　赤い目をしたカラスたちが次々と飛来する。

　それから腐った犬が飛びついてきた。

　もう何がなんだか分からない。ただただパニックだった。

　頭上から男のため息が聞こえる。

「落ち着け、こいつらはお前をからかっているんだ。騒ぐと余計に付け入られる」

　服のひじの辺りを引っ張って助け起こされた。

「お前たちもいい加減にしろ！」

　カラスと腐った犬が、ノエルからさっと離れた。

「死人どもは墓の中に！　カラスは巣に戻れ！　犬は……腹が減っているのか？　これでも食ってろ」

　墓に戻りかけていたガイコツから骨を一本抜き取り、男は犬に放る。

　犬は喜び、ガイコツはうめき声をあげた。

　しかし彼、もしくは彼女は大人しく土の中へ戻っていく。

　この状況はなんなのか。

　よく分からないけれど、ノエルは男に助けられたらしい。

「……助けてくれてありがとう……」

　しかめっ面をしている彼にお礼を言った。

　男はようやくノエルのひじから手を離し、長い髪をかき上げる。すらりとした手首の内側も青白かった。

　この彼も普通の人じゃない。雰囲気や肌の質感が、記憶の中のトーリと重なった。

　ノエルは思わず彼の顔をのぞき込む。

「……っ、どうしてそんな目で見る」

「あっ……不躾にすみません……」

　男に眉をひそめられ、ノエルは慌てて目を逸らした。

　でも気になる。この人がトーリと同種のゴーストなら、ノエルの知るトーリも妄想でなく現実にいたことになる。

「あのっ、教えてください！」

　ノエルは勇気を振り絞って彼を見上げた。

「あなたはその……ゴーストなんですか？」

「は……？」

「トーリというゴーストを知っていますか？　友達なんです！」

　男はなぜか面食らったようにノエルを見つめる。

　それから口を開きかけたかと思うと、すっとこちらに背を向けてしまった。

「行こう」

「えっ……？」

「こんなところにいたら、またゴーストたちに襲われるぞ」

「あっ……！」

　それはノエルも困る。男を追いかけ、屋敷の中へ戻った。
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　ギシギシと不気味に鳴る階段を上がり、さらに上の階へ。

　男が向かった先は屋敷の三階中央にある部屋だった。

　中に入るとそこにはいくつものろうそくが灯っている。部屋全体がほんのり明るい光に包まれていた。

　それからノエルは、部屋の中にいくつもの動く気配があることに気づく。

　コートハンガーには三本足のカラスが、テーブルの上には何匹かのハムスターがいた。

　下の廊下を走っていたハムスターも彼らの仲間だったんだろうか？

　いつの間に来たのか、墓地で襲いかかってきた腐った犬がテーブルの下で骨を食んでいた。

　みんな、ここで安らいでいるように見える。

（この建物には誰もいないと思ってたのに……）

　男が丸いテーブルに着くと、それを見計らったように首のない紳士がキッチンワゴンを押してきた。

　紳士が二つのティーカップに紅茶を注ぎ、部屋にいい香りが広がった。

「座ったらどうだ？　《先生》がお前の分の紅茶も入れてくれた」

　男に促される。

　部屋の入り口に突っ立っていたノエルは、慌てて彼の向かいに座った。

「すみません……紅茶、ありがとうございます」

「いえ、お口に合いますかどうか」

　紳士が答える。首がないのにどうやってしゃべったのかと思ったら、キッチンワゴンの上に生首が乗っていた。

（わわっ！）

　ノエルは出かかった声をこらえる。紅茶を入れてもらって悲鳴をあげるのは失礼だ。

「ご安心ください。バジリスクの血やマンドレイクの悲鳴は入っていませんので」

　だったら何が入っているのか。ノエルはカップの中を凝視した。

　向かいの席から男が補足する。

「普通の紅茶だ」

「普通の……」

「ああ。人間も飲む」

　そう言われてノエルはようやくカップに手を伸ばした。

　この香りはアールグレーだろうか。思い切ってカップに口をつける。

　いい香りとともに熱い紅茶がのどを潤した。

　向かいの彼はカップをソーサーごと半回転させ、優雅な仕草で紅茶を飲み始める。

　そういえば、そういうテーブルマナーがあったような……。何も考えず飲み始めてしまったノエルは、自分の不作法が少し恥ずかしくなった。

　もうひと口飲んでカップから目を上げると、男がお茶請けのピーナッツを手の中で割っていた。

　真っ白なハムスターが半分に割ったピーナッツを取りに、彼の手元に寄っていく。

「よしよし、慌てて食べるなよ」

　小動物に向けられた彼の瞳は優しかった。

　そのことに勇気をもらい、ノエルはテーブル越しに話しかける。

「はじめまして。僕は生田ノエルです。日本から来た学生で、ここへは友達のトーリを探しに––––」

　男がすっとこちらへ目を向けた。

「探してどうする？」

「え……？」

「彼の墓ならもう見つかっただろう」

　確かに裏の墓地に、トーリの名が刻まれた墓石があった。でも……。

「お墓の下に彼がいる証拠は……」

「掘ってみるか？」

「それは……」

　ノエルにそんな勇気はない。

「でも、ゴーストになってよみがえっているかも」

　そんなノエルの期待を、男が静かな声で切り捨てた。

「生きた人間と死んだ人間とでは、残念ながら住む世界が違う」

「でも……、じゃあ、あなたは……」

　目の前に生きた人間とは明らかに違う彼がいる。トーリとだって、お茶を飲みながら話ができるかもしれないじゃないか。

　––––話をしよう。話をしたら、寂しくなくなる。

　記憶の中のトーリが言った。

「僕は話がしたいです！」

「話、か……」

　男は紅茶のカップをのぞき込みながらつぶやいた。それから顔を上げ、ノエルを見据える。

「さっきの質問の答え。ゴーストにもいろんなやつがいるが、俺は《不死者アンデッド》だ」

「あんでっど……？」

「《不死者アンデッド》、もしくは《生きる屍リビングデッド》とも言う。要するによみがえった死体だ。命は持っていないから再び死ぬことはない」

「それって、一体どうやって生きているんですか？」

　ノエルは恐る恐る聞いてみた。

　男が微かに笑って答える。

「だから、生きていないんだよ、ノエル。そしてお前もいずれ死ぬ。死んだらこっちの世界の住人だな。俺はお前の少し先を行く先輩、それだけだ。ちなみにこいつもアンデッドだよ。飼い主にいじめられて死んだから、命を全うしたかったという思いを残してここにいる」

　男が手の中の白いハムスターをなでた。

　アンデッドのことはノエルにもなんとなく理解できた。彼らは死んでいるけれど、なんらかの思いを残したせいで、天国には行かずにこの世界に留まっているらしい。

「分かりました。それであなたのことはなんと呼べば？　アンデッドさんっていうのもなんだかおかしいですし……」

　それには《先生》と呼ばれる生首が答えた。

「皆は我があるじのことを《プリンス》と呼んでいます」

「プリンス……？」

　王子という意味だろうか。そういう苗字の人もいるけれど。

　解釈に悩むノエルを見て、プリンス本人が解説した。

「キングと呼ぶにはまだ若いという意味だ」

「プリンスはここ一帯の支配者ですからね」

　先生が誇らしげに言った。

（じゃあ、本当に王子さまなんだ……）

　ノエルは改めて彼の姿を眺める。

　ただ座っているだけなのに、彼は高貴な空気を漂わせ、そして威厳に満ちていた。

（僕はとんでもない人のお茶の席に呼ばれてしまったんじゃ？）

　ノエルは今さら居住まいを正した。

（……あっ、でもここはマリーおばさんの家で、ゴーストたちはきっと勝手に住み着いてるんだよね？）

　それを考えると持ち主から許可をもらってきたノエルが恐縮しているのもおかしい。

「僕……ここの持ち主に言われて、掃除をする代わりにしばらくこの家を使わせてもらう話になってるんですけど……」

　恐る恐る言ってみた。それで彼らが出ていってくれるとは思わないけれど、ノエルの立場は理解してもらわなければならない。

　プリンスの唇が何か言いたげに動いた。

（え……？）

　彼の目の輝きが強すぎて、ノエルは思わず今言った言葉を引っ込める。

「あー……すみません！　それはこっちの勝手な都合ですよね……」

「いや、ノエル……！」

「はい？」

　プリンスがテーブルの向こうから身を乗り出してきた。

「ぜひそうしてくれ。掃除をするところならいくらでもある」

「え……、はい！」

　勢いに押され、ノエルは何度もうなずく。

「よかった。先生、さっそくノエルの部屋の手配を」

「かしこまりました」

（あれ……？　もしかして僕、歓迎されてる？）

　トーリを探すことについては迷惑そうにしていたのに、プリンスはノエルがいることはイヤではないらしい。

　むしろ掃除担当が見つかって嬉しそうだ。

　困惑するノエルの前で、彼は満足そうな顔をしてハムスターをなでている。

（ゴーストの支配者、アンデッドのプリンス……。よく分からない人だけど、さっきは助けてくれたし、悪い人ではなさそうだよね？）

　ノエルはそんな感想を抱いた。
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　翌朝––––。

　ノエルはさっそく屋敷の掃除に取りかかった。

「よいしょっと……！」

　まずは屋敷中の窓を開け、空気の入れ換えをする。

　ちなみにノエルの使う部屋は、昨日の首なし紳士が一階のひと部屋を指定してくれた。

　彼がプリンスの執事として、この屋敷を取り仕切っているらしい。

　プリンスから《先生》と呼ばれているのは、過去に彼の教育係をしていたからだとか。

　ゴーストの世界にはゴーストの世界の教育があるのかと、少し驚く。

　マキャベリの『新・君主論』に、マルクスの『脱・資本論』。窓を開けるために入った書庫には、ノエルも知る偉人たちが死後に書いたらしき本が並んでいた。

（へええ、ゴーストの世界も案外面白そうだなあ……）

　あの世へ行かずに暮らしている先人たちが大勢いるのなら、ノエルの知っている生きた人間の世界より、ゴーストたちの世界は豊かで充実しているのかもしれない。

（うわあっ、この漫画、作者急逝のため未完で終わってたやつだ！）

　ノエルは思わず本棚にかぶりつく。

（ああでもっ、今は掃除中！　あとでプリンスに聞いて借りよう）

　ゴーストたちの活動時間は夜らしく、プリンスも今は三階の部屋で寝ているはずだった。

　とそんな時、ノエルは背中に何者かの気配を感じる。

  ドキリとして振り向くと、なんと昨日の腐った犬が、書庫の入り口からこっちを見ていた。

　犬の口元から床に向かって、ポタポタとよだれが落ちる。

（えーとこれ……僕を餌だと思ってる？）

　後ずさりした瞬間、犬がたたっと床を踏み、こっちへ向かってきた。

「わわっ、待って！」

　ノエルはその横をすり抜け部屋を出る。

（骨……骨が必要……!?　でもお墓から骨を取ってくるわけにはいかないし……）

　走って向かった先は、自分の部屋に置いてあるバックパックだった。

「あった、ビーフジャーキー！　僕なんかより、これの方が美味しいよ」

　追いかけてきた犬に放る。

　犬は尻尾をぱたぱたと振り、ビーフジャーキーに食らいついた。昨日の骨よりずっと食いつきがいい。

「あ……ビーフジャーキー好きだった？」

　ノエルは胸をなで下ろす。

　犬には味付けが濃すぎると思うが、彼もすでに死んでいるようだし問題はないだろう。

「そっかそっか、それが好きならまた買っておくよ」

　ノエルは遠巻きに犬の様子を見ながら語りかける。

　そのうちに餌を探しにきたのか、ハムスターたちも廊下をちょろちょろやってきた。

「えーっと、ビーフジャーキーはもうないし、ハリポーグミはさすがに……あっ、これならどうかな？」

　今度はバックパックの中からドライフルーツを見つけ出す。

　袋を裂いて床に置くと、ハムスターたちはその上に集まってきた。

「ふふ、かわいい。何匹いるんだろ……？」

　生きているハムスターと違って毛並みは乱れ、手足は干からびて見えるけれど、両手を使って食べる姿は愛らしい。

　昨日プリンスになでられていた白いハムスターもいた。

　よく見るとその子には片目がない。

　ノエルはそうっと人差し指を伸ばし、白いハムスターの首の後ろをなでる。胸がちくりと痛んだ。

（いっぱい食べて満足して、いつかこの子が天国に行けますように……）

　それにしても、プリンスや先生は普段何を食べているんだろう。

　ハリポーグミを舐めながら、掃除に戻ってふと思う。

　昨日は紅茶を飲んでいたけれど、それ以外に食事をしているふうには見えなかった。

　掃除に向かったキッチンにも、普段料理をしている形跡はない。

（ホント、ゴーストたちのことは謎だらけだよなあ……）

　聞きたいことは山のようにあったけれど、その日は街へ買い出しに行って疲れてしまい、早いうちにベッドに入った。

（どうしてこんなに体が重いんだろう？）

　ベッドの中にいるのに、まるで海を泳いでいるみたいだ。

　気づけば夜になっていて、ノエルはプリンスのところへ行こうとベッドからはい出した。

　部屋を出て、暗い廊下をふらつきながら歩く。

　プリンスの部屋は三階だ。体がとてもきついけれど、階段を昇らなくてはならなかった。

（行かなきゃ……）

　一段ずつ階段を踏んでいく。踏み込むたびにミシミシとイヤな音がした。

　そこへ、上からも足音が聞こえてくる。

「プリンス……？」

　長い髪を持つそのシルエットは彼だった。

「ノエル？　おまえ何してる!?」

　プリンスの声に緊迫感がにじむ。

（何って……）

　彼の視線をたどって手元を見ると、ノエルはどういうわけか抜き身の果物ナイフを握っていた。

『プリンス、久しぶりね……』

　耳障りな女の声がノエルののどからはき出される。

（誰……!?）

『これから寝室に忍んでいこうと思ったのに、そっちから来てくれるなんて……』

「ノエルを離せ！」

　プリンスが駆け寄った。

（あっ……！）

　腕が勝手にナイフを振り上げる。

『プリンス……いい加減、私にあなたの心臓ハートを寄越しなさい！』

　切っ先がまっすぐにプリンスの左胸に向けられた。

（プリンス、来ちゃダメだ！）

　叫びたいのに声が出ない。ノエルののどと体は何者かに支配されていた。

　愕然とするうちに、プリンスがナイフの届くところまで来てしまう。

『ついでにスプーキーバレーも返してもらうわ！』

　女の声が叫んだ。

　ノエルの持つナイフの先が、プリンスの胸元に当たって––––。

（ああ……––––）

　ノエルは息を呑むことしかできなかった。まさか自分の手で彼を傷付けてしまうなんて。

　ところがプリンスはナイフをものともせずにノエルの体を抱きしめる。

「こいつに触れることは許さない！」

　ドクンと強い衝撃。

　ノエルの体から、何者かが弾き出されるようにして飛び出した。

（えっ、何これ––––!?）

　半透明の青白い人が階段を転げ落ちる。

　それはドレスを着た女性のゴーストのようだった。ただ人かというとそうともいえない。半透明の肌はてらてらと輝く鱗に覆われていた。

『グウッ！』

　彼女ははいつくばったまま牙をむく。

「ノエルに憑ついて屋敷に入ってくるとは、考えたな」

　プリンスが自分の胸から果物ナイフを引き抜いた。

　切っ先から青紫色の体液がしたたり落ちる。

「プリンスそれ……！」

「心配するな。これくらいかすり傷だ」

　彼はノエルを手で制し、階段をゆっくりと下りていった。

「スプーキーバレーはもうお前の領地じゃない、俺のものだ。それから、俺がお前にハートを捧げることは永遠にない」

　彼の冷ややかな声が夜の屋敷に響く。

「お前は十年前に負けた。敗者は去るか、軍門に下るかだが……」

　プリンスが階段を下りきり、女の顔に向かって果物ナイフを投げつけた。

　ナイフは女の頬をかすって絨毯に刺さる。

「ノエルの安眠を妨げたやつに、二度とスプーキーバレーの大地を踏ませるつもりはない。失せろ」

　その声を合図に、玄関ホールのヨロイたちが動き出す。

「そいつの心臓は北の森に、首は西の海に沈めてしまえ。手足は東の荒れ地の木に吊せ。胴は南のジャングルのワニにでもくれてやれ」

　ドレスの女はヨロイたちの手で外へ引きずり出されていく。

　プリンスも彼らに指示を与えながら、屋敷の外へ出ていってしまった。

「えええ……今の、なんだったの……？」

　ノエルは階段の隅にへたり込む。

　女のゴーストが出ていったことで体の重さは取れたけれど、それより今起きたことが衝撃で動けなかった。

「大丈夫ですか？　ノエルさん」

　首なし紳士の《先生》が気遣わしげにやってくる。

「はい。でもちょっと……びっくりしてしまって……」

「それは驚きますよね、ゴーストに体を乗っ取られるなんて。……ああ、お水を持ってきますね」

　首だけ残して、先生の体の方はキッチンへ向かっていった。

　ノエルは残された首に聞く。

「さっきのゴーストは一体？」

「不気味の谷の女王。以前、スプーキーバレー全域を支配していたゴーストです。他の者の心と体を操るのが上手くて、多くの者たちが彼女に魅了されていました。一方で彼女は、自らの魅惑の力が及ばない、女性や子どものゴーストたちには残酷で。当時子どものゴーストだったプリンスが女王を倒し、彼女の圧政からこの地を解放しました」

「ってことは、プリンスにも子どもの頃があったんだ……？」

　ノエルは想像の及ばない世界に思いを馳せる。

「ええ。赤ん坊の頃からとても力のあるゴーストでしたよ。弱いゴーストなら、目だけで従わせることができました。それで僭越ながら私が拾ってお育て申し上げたわけです」

「それは、先生に先見の明があったってことですね」

「そうなりますね」

　彼は首を揺らして笑った。

「プリンスの世になって、この地も暮らしやすくなりました。あの方は弱い者の味方ですから」

　その一方で女王をバラバラにして捨てさせる残酷さも、彼は持ち合わせているわけで……。

　––––生きた人間と死んだ人間とでは、残念ながら住む世界が違う。

　プリンスに聞かされたその言葉を、ノエルは思い出した。

（ゴーストと生きた人間じゃ、考え方も感覚も全然違うんだろうな……）

　と、階段下のホールに、プリンスが戻ってきた気配がある。

（……あれ？）

　彼はホールの隅にひざを突くと、床に向かって手を伸ばした。

（何してるんだろう？）

　ノエルは気になって、階段の手すり越しに下をのぞく。

　すると絨毯の隙間に隠れるようにして、ハムスターのゴーストが一匹縮こまっているのが見えた。

「お前、そこにいたのか。おいで、怖かっただろう」

　プリンスがハムスターを拾い上げる。

（プリンス……）

　ノエルはその優しげなまなざしに惹きつけられてしまった。

（強くなければ優しくなれない……。あの人の強さは優しさなんだ）

　ノエルはそう確信する。

　そんな時、ハムスターを手に立ち上がった彼と目が合ってしまった。

　そっと見ていたのがバレてしまった。

　プリンスは気恥ずかしそうに咳払いし、胸ポケットにハムスターを入れた。

「…………。それで、ノエルは俺に何か用があったのか？」

「え……？」

「さっき階段を上がってきた時、俺を呼んだようだったから」

「ああ……！　えーと、うん……急ぎの用じゃないんだけど……」

　本のことやゴーストたちの食べ物のことを聞いてみたいと思っていた。

　でも、今はそれより……。

「プリンスのこと、僕は知りたいと思ってる。また時間がある時に話を聞かせて」

　プリンスが小さく息を呑み、少しの間があった。

　それから彼の口角がわずかに持ち上がる。

「ああ。いつでも部屋に来い」

　プリンスはノエルにも優しい。

　胸がじわっと温かくなった。
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（いつでも部屋に来い、か……）

　ノエルは胸の中で、プリンスの言葉を反芻する。

　昨日は女王の襲来のせいでゆっくり話せなかったけれど、今夜はちょっと夜更かしして、彼の部屋を尋ねたいと思っていた。

　夜が来るのが楽しみだ。

「♪～」

　キッチンの床にモップをかけながら、ノエルの口からは自然と鼻歌が出る。

　大好きなハリポーグミをその口に放り込んだ。

　そんな時、キッチンに何か近づいてくる気配がある。

（またあの犬かな？）

　身構え戸口を振り向くと、パジャマ姿のプリンスが、欠伸をしながらドアの枠に寄りかかっていた。

「わっ、びっくりした！」

　昨日は絵の中の貴族みたいな格好をしていたのに、今は頭の上にずり落ちそうなナイトキャップを乗せている。

「人間に驚かれるのには慣れているが、そんなに驚かなくてもいいだろう」

　眠そうな声で彼は言う。

「その格好、あんまり印象が違うから……」

「ＴＰＯにそって服装を変えるのは当然だ」

「ＴＰＯ……」

　ゴーストらしからぬ単語選びに戸惑った。

「水を飲みに来たんだが」

「ああ、ハイ……！」

　ノエルは食器棚にあったコップに水を入れ差し出した。

　するとプリンスは、その場で当たり前みたいに水を飲む。

（ゴーストでも寝てる間にのどが渇いたりするんだ……）

　と、水を飲み終えた彼が鼻先まで顔を近づけてきた。

「わわっ！　何？」

「お前……いい匂いがする」

「いい匂い……？」

　鼻先数センチのところで見つめ合い、それからノエルはハッと口元を押さえた。

「ハリポーグミ……」

「ハリポーグミ？」

　プリンスの顔は離れない。

　ノエルの腰の後ろはシンクの縁にぶつかっていて動けなかった。

「グミだよ、お菓子の……」

「グミ……？」

　グミを知らないのか。

「これ……」

　恥ずかしいけれど口を開け、ノエルは舌の上に乗せたグミを見せる。

「……あ……」

　プリンスはしばらくノエルの口の中を見つめたかと思うと、恥じ入るようにさっと目を逸らしてしまった。

「ハリポーグミはダメだ！」

「えっ、ダメ……？」

「道徳的に」

　まさか小さなクマのグミを食べてしまうことを、プリンスは可哀想だと思っているのか。ハムスターを愛する彼ならあり得るかもしれない。

（食べられちゃったハリポーグミのゴーストとか……まさかそんなのいないよね!?）

　ところが彼の答えは予想外のものだった。

「お前がそんな可愛いものを食べていたら、俺がお前を食べてしまいたくなる」

（ど、どういう理屈!?）

　びっくりした拍子にグミを丸呑みしてしまった。

「……っ、ゴホゴホッ！」

「だ、大丈夫か!?」

　今度はプリンスの方が、ノエルのためにコップに水を汲んで差し出した。

「……ありがとう」

「いや……」

　どんな感情なのか、じっと見つめてくる彼の視線がひどく熱い。

『食べてしまいたくなる』というのは冗談なのか、それとも性的な意味なのか。

　つい頭の隅で想像してしまい、ノエルは慌ててその妄想を取り消した。

（ああもう、僕は何考えてるんだろ……）

　でもノエルだってオメガだから、魅力的な男性を意識してしまうことはある。

（あれっ、でもプリンスは……）

　ふと昨日のことが引っかかった。

「ねえ、プリンスには女王の力が効かないみたいだったけど、もしかして恋愛対象は女性じゃない？」

「そういうノエルは？」

　答えずに聞き返されてしまった。

「ぼ、僕は……恋愛経験とかなくて……」

「ない？」

　怪訝な顔をされて余計にあせる。

「あっ、でも子どもの頃に好きだった子はいて……」

　トーリの顔が思い浮かんだ。

「男の子……だと思う、たぶん人間じゃないけど」

　プリンスが考え込むような顔をし、ぼそっと言った。

「それはよかった」

「えっ？」

「俺が考えてるのと同じやつなら」

「んっ？」

「違ったら、呪いの儀式が必要か……」

　パジャマとナイトキャップ姿の彼に真顔で言われた。

「プリンスは何を知ってるの？」

　トーリのことを知っているなら教えてほしいのに。

「俺はお前のことを、たぶんお前が思っているよりも知っている」

　プリンスはそれだけ言ってキッチンを出ていった。

「あっ、プリンス？」

「もうひと眠りする」

　廊下を去っていく背中が言う。

「えっと……おやすみなさい」

　いろいろ聞きたいけれど、プリンスは秘密主義なのかもしれない。

　ノエルのした質問はすっかりきれいにかわされてしまったから。

　ドキドキとモヤモヤを抱えたまま、ノエルはパジャマの背中を見送った。
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　夜のお茶会で聞いた話によると、ゴーストたちに食べ物は必要ないそうだ。

　食欲がある者もあるが、食べることは必須でない––––プリンスがそう言っていた。

　食べることに満たされず死んだゴーストは、食に固執するんだとか。

　だがすでに命のない者たちが餓死することは当然ない。

　プリンス自身は食にこだわりがなく、お茶やちょっとしたものをたしなむ程度だということだった。



（ってことは、僕を食べたくなるっていうのは食欲的な意味じゃないよね？　本当にどういう意味なんだろう……）

　別の日に掃除をしながら思い出し、ノエルはまた彼のことを考えていた。

　屋敷の掃除は一階がひと通り終わり、今は二階の個室を当たっている。

　二階はほとんど個室とベッドルームのみだった。昔はゲストルームとして使われていたのかもしれない。

　そのほとんどが空き部屋に見えるが、先生曰く、部屋に住んでいるゴーストたちもいるそうだ。注意しなければならない。

　ひとつの部屋の掃除を終え、ノエルはまた次の部屋のドアを開いた。

（誰もいなさそうだな）

　カーテンの閉め切られた部屋は真っ暗で、人の姿もゴーストの気配もないようだ。

　数日前に空気の入れ換えに来た時も誰とも会わなかったから、おそらく空き部屋なんだろう。

　ただ他の部屋と違って、足元に大きな箱が横たわっていた。

（なんだろう？）

　ノエルは暗い部屋の中、箱の前にひざを突く。

　二メートルほどの長さのある箱だ。はじめは物入れかと思ったけれど、それにしては横に長かった。

　にわかに興味が湧く。

（開けてみてもいいかな？）

　蓋を引き上げるようにして開けてみる。手にずしりとした重さを感じた。

（あれ、これって……）

　とてもイヤな予感がする。

　そしてその予感は当たってしまった。

（うわ！　これ棺桶かんおけだ！）

　気づいた時には中からゴーストが飛び出していた。

「俺サマの眠りを妨げるヤツはだ～れだ～！」

「ヒェエエエ！」

　重たい蓋を持ち上げた反動で、ノエルはその場にへたり込んでしまう。

　ゴーストは犬のような形の耳を持つ人型で、口から鋭い牙をのぞかせていた。

「くんくん！　な～んだ、かわいいオメガちゃん♪　俺サマに食われに来てくれたのか！」

「た、食べないで！」

　そうだ、腐った犬にあげようとしていたビーフジャーキーがポケットにある。ノエルは慌ててそれを差し出した。

　ところがビーフジャーキーには目もくれず、ゴーストはノエルの体に飛びついてくる。

「うわあっ！」

「そんなモンより俺サマの好物はかわいいオメガちゃんなの！　痛いのと痛キモチイイのとどっちがいい？」

「ハイ？」

　床に体を押しつけられ、のどを熱い舌で舐められた。

「だ～か～ら～、食われるのとヤられるの、どっちが先がいいかって聞いてる！」

「どどど、どっちもイヤです！」

「俺サマ的にはセックスしながら食いたいかな。あ～っ、かわいいオメガちゃんたまんねー！」

　犬男……いや、狼男なんだろうか。彼は下半身をノエルにカクカク押しつけながら、顔を舐めてきた。

「おまわりさーん！」

　ダメだ、ゴーストの被害はたぶん警察じゃ対応してくれない。

「助けてプリンス！」

　その瞬間、狼男もしくは犬男が宙に浮かんで苦しみだす。

「グッ……プリンスてめえ、なにしやがるっ……！」

　彼の視線をたどって振り向くと、ドアのところでプリンスが、こちらに右手をかざしていた。

「そいつは俺のだ！　手を出すな」

　怒りに震える声。プリンスの額には青筋が浮かんでいる。

　彼は手を触れずに狼男以下略を宙吊りにしているらしい。これは俗に言う念力––––サイコキネシスとかいうやつだろうか。

「クソッ……、そんなに大事だったら名前くらい書いとけよ……！　犬的に言えば『小便でもかけとけ』ってところだ！」

　宙に浮かんだ狼男以下略が、毛を逆立てながら言い返した。

　だが彼の抵抗は長くは続かなかった。そのうちに白目をむいてよだれを垂らし、何も言わなくなってしまう。意識を失ったのか。

　プリンスは宙にかざしていた手を下ろし、狼男以下略を棺桶の中へ落とすと、その棺桶の蓋を足で閉めてしまった。

　それからぽかんと見ていたノエルに声をかける。

「怪我はないか？」

「怪我……？　うん、大丈夫……」

　被害はよだれまみれになった顔だけだ。

「それより今のゴーストはなんだったの？」

　棺桶を恐る恐る見ながら聞いてみる。

「あれは狼と犬と人の生者と死者の……とにかくいろいろと混ざったやつだ。ただ血統を言いつのっても仕方がない。俺は単に《ケダモノ》と呼んでいる。性根がケダモノだからな」

「……なるほど」

　確かにあれはケダモノだ。

「好みのオメガを見るとああやって発作を起こすから、俺がここに封印していたんだ。が、封印の力が弱まっていたらしい。すまなかった」

　プリンスが棺桶に手をかざし、念のようなものを送り込んだ。

　彼にはいろいろと不思議な力があるらしい。

　それから彼は棺桶に向かって話しかけた。

「ノエルを襲った罰だ。あと三百年くらいその中で反省してもらおう」

「三百年……」

　禁固三百年の刑には少し同情するが、それならノエルも安心だ。大学の新学期が始まる前に日本へ帰る予定だから、ここで再びケダモノに襲われることはないだろう。

　それにしても……。

「どうかしたか？」

　ひとつ欠伸をしてからプリンスがこっちを見た。

「ううん、たいしたことじゃないんだけど……」

　––––そいつは俺のだ！　手を出すな。

　さっきの彼の言葉が引っかかる。プリンスはノエルのことを、《俺の客だ》でも《俺の掃除係だ》でもなく《俺のだ》と言っていた。

　最近打ち解けてきたとはいえ、あれではまるで恋人同士だ。

　そしてノエル自身も彼との距離感が分からなくなっていた。

「プリンスは、僕をどう思ってるの？」

　彼は温度がないはずの漆黒の瞳で、熱くノエルを見つめていた。

「どうって？」

「だからその……。すごくよくしてくれるけど、それはどうして？」

「ああ。それは……」

　彼は困惑げに視線を揺らすと、ノエルの髪にそっと触れた。

「誰だって可愛いものは好きだろう」

「可愛い？　……っていうと、小動物みたいな意味で？」

「まあ……。ウサギやハムスターも可愛いな」

　ノエルの髪をすきながらも、彼はそわそわと視線を動かしている。

「……でも違う。ひと目見た時から、俺はお前が可愛くて仕方なくて……。できれば今すぐ攫ってしまいたいと、何度も……」

「えっ、それって……」

　プリンスがトーリと重なった。

　今すぐ攫ってしまいたい––––それは子どもの頃、トーリに言われた言葉だったからだ。

　ただ、その先に続く言葉は「まだ早い」で……。

　あとで考えると、あれは一種の牽制なのかもしれなかった。

　あの時攫ってくれたらよかったのに––––。

　その後ノエルはスプーキーバレーを離れることになり、彼に会うことはかなわなくなってしまった。

　思い出すと胸が痛い。それでノエルは相手の言葉を先回りして封じてしまう。

「まだ早いなんて言わないで……。だって、僕はもうハタチだ」

「え……？」

「あっ……」

　しまったと思った時には、髪をすくプリンスの手が止まっていた。

　気まずい沈黙。これではプリンスに深い関係を求めているみたいだ。彼が何者なのか、ノエルはまだ十分に理解できていないのに。

「だからその、僕が言いたいのは––––……」

　言い訳しようとする唇を、プリンスの人差し指が黙らせた。

「イエスかノーかで教えてくれ。お前も俺を欲してくれているのか」

「それは……」

　答えるならイエスなのかもしれない。ノーと答えて終わらせたくはなかった。

「いいのか？　俺はゴーストで、お前は生きた人間だ」

「…………」

　胸の鼓動が大きく脈打つ。

　けれども一歩踏み出せずにいると、プリンスが目をすっと細めた。

「目を逸らさないんだな？」

「えっ……？」

「あれだけ言ったのに、例のグミの匂いがする。こんな時にそんな誘惑、本当にお前は……」

（ああ。なんで僕は……！）

　恥ずかしくて顔が上げられない。

　掃除をしながらハリポーグミを食べていたのは、彼との展開を深層心理で期待していたのかもしれなかった。

「……ああっ」

　たまりかねたような声をあげ、プリンスがノエルを抱き上げた。

「わっ、待って！　何するの!?」

　肩の上に担ぎ上げられる。

「こんなの耐えられない、二人きりになろう！」

「え、どういうこと？　二人きりって」

「上だ」

　プリンスは三階を目指し、廊下を大股で歩き始めている。

「上の階にある俺の寝室には、人もゴーストも入れない結界が張られている」

（えーっと寝室で二人きり？）

　それはさすがに意味深すぎる誘いだ。いや、むしろ意味が明確だ。

　そしてプリンスはさらりと核心に踏み込んでしまう。

「俺とお前は違いすぎる。どうせ理屈じゃ埋まらない。お前にその気があるなら、既成事実を作ってしまった方が早いだろう」

「それは、こっ……恋人になりたいって言ってる？」

「他にどんな意味があると？」

「……っ……」

　ノエルも心の半分では、このまま流されてしまいたいと思っていた。

　でもダメだ！

　ノエルは何も言えないまま、プリンスの肩の上から飛び降りる。

「おいっ、ノエル!?」

「ごめん……！」

　彼の慌てる声を背中で聞き、ノエルは階段を駆け下りていった。

　そして一階の玄関から外へ飛び出す。

（ああ––––！）

　外はまぶしい日の光に満ちていた。

　緊張と混乱から、ノエルはほんの少し解放される。

「ノエル！　ノエル戻ってこい！」

　後ろからプリンスの声。

　彼は玄関ホールまで追いかけてきていたけれど、そこで立ち止まってしまったようだ。

　ノエルは玄関の扉の数メートル先で振り返る。

　悲しげな目で見つめる彼と目が合った。

「ノエル……」

　彼が右手を伸ばし、そして指先に火花が散る。

（えっ……？）

　プリンスが何かしたのかと思ったけれど、それは違った。彼は痛そうに顔をしかめ、出した右手を引っ込めた。

　そこでノエルはようやく気づく。

　アンデッドである彼は太陽の光に弱いらしい。だから普段、夜に活動しているんだ。

「ノエル、行くな！　戻ってこい……」

　プリンスが悲痛な声をあげる。

　胸が痛い。でも怖い。

　プリンスはアンデッド。人ならぬ者なんだ。最近は彼を身近に感じていたのに……。

　存在の隔たりを改めて目撃させられて、ひるんでしまった。

「…………。ごめん、少しだけひとりになりたい」

　ノエルは光の中へと走り去った。



　行ったことのない道を進み、いつの間にか水辺にたどり着く。

（あ……––––）

　草と水の匂い。せせらぎの音。

　まるで点描で描かれた油絵のように、水面には深い緑が無数に映り込んでいた。

　池か湖だ。広さはどれくらいだろう。

　木々に視界を遮られ、今いる場所からは全容は見渡せなかった。

　そういえばマリーおばさんが、屋敷はサロメ湖のほとりだと言っていた。きっとこれがそのサロメ湖なんだろう。

　ノエルは半ば呆然と、美しい湖畔の景色を眺めた。

　それからふと思い立ち、サロメ湖のほとりを散策する。

　人影はないが、ここも観光地のひとつなんだろう。湖の周囲にはぐるりと散歩道が廻らされていた。

　なんだか現実に引き戻された感じがする。

　ノエルがここ数日あの古い屋敷で体験したことは、本当に現実なんだろうか。

（戻ってみたら、あそこには誰もいなかったりして……）

　そうなっても驚きはしない。その方が現実としてもっともらしい。

　ノエルはここへ来て、トーリにも会えずひとりぼっちで……。

（僕は、小さい頃からずっとひとりぼっちだった）

　今は体もよくなって、友達だっていないわけじゃない。家族にも恵まれている。

　それなのにどうしてか孤独が埋められなかった。

　––––ノエル、行くな！　戻ってこい……。

　悲しげなプリンスの顔……。さっき見た光景が脳裏に焼き付いていた。

　気持ちが沈む。

　あれが現実じゃなくても、あのままあそこにいればよかった。

　トーリを、プリンスを……。

　思ってくれる相手を大切にしたかった。

「なんで、上手くいかない……」

　散歩道から水際まで踏み出し、ノエルは湖面に映った自分の顔をのぞき込む。

　その顔は揺れながら、まるで泣いているみたいに見えた。

　どうして彼の腕の中から逃げてしまったのか––––。

（……僕は怖かったんだ……）

　プリンスの……、ゴーストたちの世界をそのまま受け入れる勇気がなかった。

　だから彼と深い関係になるのが怖かった。

　ノエルは水際のぬかるみにもう一歩踏み込む。

　プリンスはきっと見抜いていた。だからあんなふうに聞いたんだ。

　––––いいのか？　俺はゴーストで、お前は生きた人間だ。

　それなのに土壇場で逃げてしまった。

　期待させておいて彼を傷付けた。

（本当に最悪だ……！）

　ため息をつき、両手で顔を覆った。

　その時––––。

「危ない！」

　後ろから腕を引かれて驚いた。

　つかまれた腕の先にいたのは、黒い雨傘を差したプリンスだった。

「プリンス––––!?」

　傘の作る日陰からはみ出した腕が、シュウシュウと音をたて煙を上げている。

「そっちこそ何やってるの！」

　ノエルはとっさに彼を木陰へ導いた。

　ああ……、腕だけじゃない。長い髪の先や、そこから火の粉が落ちたんだろう、フロックコートの裾も焼けこげている。

「どうしよう、これ……水で冷やした方が！」

「大丈夫だ、これくらいどうってことない」

　プリンスが、木陰から飛び出していこうとするノエルの腕をつかんで止めた。

「でも……」

　言葉とは裏腹に、プリンスの額には玉の汗が浮かんでいる。

「少し休もう。そばにいてくれ」

　そう言われ、ノエルは彼と一緒に木陰の草の上に座り込んだ。

（本当に大丈夫かな……？）

　プリンスに日が当たらないよう、ノエルは細心の注意を払う。

　大丈夫だ、彼は雨傘の影にすっぽりと収まっている。

　安堵とも落胆ともつかないため息が漏れた。

「なんでこんな無茶……」

　ノエルのため息にプリンスが答える。

「俺だってこんな姿、お前には見せたくなかった。だが仕方ない、ノエルが行ってしまったから……」

「プリンス……」

　傘を差していても、アンデッドの彼が日差しの下を追いかけてくるのは怖かっただろう。

　どうしてそこまでノエルに執着するのか。数日前に会ったばかりなのに。

　……違う。ノエルはもう、その理由を知っている気がした。

（僕たちが惹かれ合う理由は……）

　プリンスが彼の雨傘の下にノエルの体を引き寄せる。

「お前をどこへも行かせたくない」

「プリンス……」

　顔と顔が近づき、唇に震える吐息がかかった。

　そのまま唇はあっけなく重なる。

　氷水を入れたグラスのような、ひんやりした感触。アンデッドの彼の唇に体温はない。

　ノエルはそれを温めるように、自分から唇を強く重ねた。

　さわさわと鳴る湖面の音、草の香り。鳥たちのさえずり。

　高い空の上で風が吹く。

「ああ、ノエル……」

　プリンスの唇の端がほんの少し持ち上がった。

「もっとキスをくれ」

「ん……」

　照れながら唇をぶつけ合う。

　なんだ、こうすればよかったんだ。

　思いを伝え合えば、何も怖いことはない。

　夏の木陰は暖かく、自分たちは満たされていた。

　死者と生者を隔てる壁なんて、今はどこにもない。あるのは求め合う気持ちだけだ。

「まだ足りない、もっとだ」

　プリンスがノエルの下唇を指で押し、深いキスを求めてきた。

「もっとって、こう……？」

　お互いに探るようにして舌先を触れ合わせる。ぬるりとした感触が気持ちよかった。

（もっとしたい、止められない）

　彼の口内もいつの間にか熱を持ち始めている。

　熱い血潮が流れていなくても、恋の情熱が身をこがすことがあるんだろうか。

　だとしたらノエルは嬉しい。熱いキスに胸が躍った。

　舐めて、吸って、何度もこすり合わせる。

　腰も抜けるようなキスを終え、プリンスが甘いため息とともにささやいた。

「ノエル……。お前のためなら俺は燃え尽きて、灰になったって構わない」

「プリンス……。ダメだよ、灰とはキスできないから」

　額を合わせて笑った。

　そしてようやく顔を離した時、すぐそばの木陰に誰かいるのが目に入る。

「わわっ、先生!?」

「ゴホン……」

　彼はひとつ咳払いをして口を開いた。

「お邪魔をしてしまいすみません……。ですがここにいては危険です。日の下で、万が一敵に襲われては……」

　そういう彼自身は頭をスカーフのようなもので厳重に包み、体は長衣ですっぽり覆っている。

　また周囲をヨロイのゴーストたちに守らせ、他に大きなカラスのゴーストを何羽も紐でつないで連れていた。カラスたちは日傘の代わりだろうか。

「敵って……？」

「この辺で俺に敵うやつはいない」

　ノエルの問いかけに、先生に代わってプリンスが答えた。

「とはいえ日の光に強いゴーストに、不意打ちされたら分かりませんよ？」

「…………」

　先生の反論にプリンスは顔をしかめてみせる。

「分かった、もう行こう」

　彼は髪をかき上げ立ち上がった。

（あれ……？）

　さっきまでとは打って変わって、プリンスは凛としている。気のせいか、顔色さえよく見えた。

　ノエルとのキスを境に、彼の何かが変わったのだろうか。それとも仲間のゴーストに弱みを見せたくなくて気を張っているだけなのか。

　それだけではないような気もする……。

「どうした？　行くぞ、ノエル」

「うん……」

　ノエルは彼の姿に目を奪われながらも、遅れて立ち上がった。

　それからプリンスは、ヨロイとカラスたちに守られながら屋敷へと戻る。

（プリンスが追いかけてきてくれたおかげで、思いを通じ合わせることができた。これでよかったんだよね……？）

　その時ノエルたちは気づかなかった。屋敷に近づく、別の影があることに……。


§　６



「ノエルおかえり！　会いたかったよ！」

　買い物から帰ってきて屋敷のロビー。ノエルはなぜか見知らぬ青年にハグされていた。

「あのっ、どなたですか!?」

　プリンス配下のゴーストではないようだし……。

　ちなみに玄関ロビーにいるヨロイのゴーストたちは、この時間、ただのヨロイに戻って固まっている。

「どなたって、ひどいなノエル！　僕だよ」

　青年が腕を解いて笑顔を見せた。

（本当に誰だろう？　とりあえずは人だよね？　このお屋敷で人なんて初めて見たかも……）

　買い物袋を抱えたまま、ノエルは必死に記憶をたどる。

　青年が右手を差し出しようやく名乗った。

「ルークだよ。ルーク・プリーストリー」

「ああ！」

　苗字を聞いてやっと分かった。彼はマリーおばさんの息子で長男のルークだ。ノエルのフィアンセになるはずだったトーリの、四つ年上の兄に当たる。

　ノエルは慌てて買い物袋を置き、彼の差し出す右手をつかんだ。

「ルーク久しぶり。ごめん、子どもの時以来だから分からなかった」

　最後に会ったのはノエルが小学校に上がる前だった。

「そういうきみは変わらないな！」

　ルークは白い歯を見せ、終始ニコニコとしている。

　金色の髪に血色のいい頬。頬には健康的なそばかすが散っていた。

　何かスポーツをしているのか、Ｔシャツとハーフパンツから伸びる手足はずいぶん筋肉質だ。プリンスも上背があるけれど、彼もそれとほとんど変わらない背の高さをしている。

「でも、どうしてルークがスプーキーバレーに？　マリーおばさんやご家族はロスにいるんだよね？」

　マリーおばさんも、ルークがこっちにいるなんてことは言わなかった。

「母さんに聞いて来たんだよ。ノエルがスプーキーバレーに来てるって」

　ルークはそれがさも当然かのように答える。

「えっ……じゃあ、わざわざ僕に会いに？」

　ノエルはいきなりハグされた時と同じくらいびっくりしてしまった。

　日頃から親しくしているわけでもないのに、何千キロの距離をものともせずに彼が会いに来るなんて、思いもしなかったからだ。

　フレンドリーなマリーおばさんの血を引き継いでいるせいなのか。それとも彼は他に目的があってここへ来たのか。

　ルークが幅のある肩をすくめてみせる。

「スプーキーバレーなんて年寄り向けの観光地だろ？　きみが退屈してないかと思ってさ。楽しませに来たんだ」

　彼の腕がノエルの肩に回った。

（……って、近い！）

　彼の汗の臭いが気になった。生きた人間ってこんな感じだったかなと考える。

「あの……立ち話もなんだし、僕、お茶を入れてくるね」

　ノエルはそう言ってルークの腕をすり抜けた。



（はあ、疲れた……）

　夜、自分の部屋に戻ってノエルはそっと息をつく。

　ルークはこの屋敷にしばらく逗留するつもりらしい。そして今日はあれからずっとノエルにべったりだった。

　代わりに腐った犬やハムスターなど、普段、屋敷内をうろついているゴーストたちが姿を見せなかった。

　ノエルがひとりの時には平気で姿を現していたのに。やっぱりゴーストたちは無条件で人前に姿を現すものではないんだろうか……。

　いつもは何かとにぎやかな夜の屋敷が、今日は静かすぎて落ち着かない。

（どうしよう、プリンスの部屋に行こうかな？　今の時間なら先生や、他のゴーストたちもいそうな気がするし）

　ノエルは一階にある部屋を出て、プリンスの部屋がある三階を目指した。

　途中、廊下に飾られた壁の中で、こそこそと影が動いているのを見つける。

　影の形からしてたぶんおもちゃのゴーストだ。首のもげたぬいぐるみやブリキの兵隊のゴーストを、ノエルは屋敷の中で見かけたことがあった。

「ねえ、一体みんなどうしたの？」

　ノエルの問いかけに、幾重にも重なる声が答えた。

「……アイツ、コワイ……」

「あいつってルークのこと？」

　影がうなずくように動く。やっぱりルークのことらしい。

「彼、確かに見た目はマッチョだけど、別に悪い人ではないみたいだよ？　それから僕と四つしか変わらないのに、自分で会社を立ち上げて頑張ってるんだって。すごいよね。これから会社をもっと大きくしたいって言ってた」

　それは昼間にノエルがルーク本人から聞かされた話だった。

　彼はノエルにとってお世話になっている人の息子さんで、身元も確かだ。ちょっと押しつけがましいところはあるけれど、それは親切で人懐っこいとも解釈できる。

　彼が話していることだって、多少の誇張はあれ、まるきりウソということはないだろう。

　それなのにゴーストたちに言った「悪い人じゃない」という言葉が、どうしてか自分の中で引っかかった。

（ルークはあまりいい人じゃないのかもしれない。マリーおばさんの息子を悪く思いたくはないけれど……）

　それからノエルはプリンスの部屋のドアをノックした。

　けれどドアを開けたのは首のない先生だった。

「先生、夜分遅くすみません」

「何を言っているんです、人を訪ねるなら夜でしょう。昼間訪ねるなんて不作法な」

　部屋の奥、テーブルの上から先生の首は言う。

「それもそうですね。ところでプリンスは？」

「それがあるじは……」

　先生はどうしてか、窓の外へと目をやった。

「つい今しがた出かけてしまわれました。プリンスの支配する森のひとつでゴースト同士のいざこざがあり、カラスたちを連れて、その仲裁に」

「つまりお仕事ですか」

「そんなところです」

　プリンスがいないとなると、ノエルは途端に心細くなる。

「困りましたね。こんな時に、屋敷には招かれざる客がいる……」

　先生の頭が、胴体の方に拾われながら渋い顔をした。

《招かれざる客》とはルークのことだろう。ノエルは途方に暮れる。

「それで、ノエルさんも彼のことでお困りで？」

　先生が聞いてきた。

「いえ、でも……。ゴーストたちが彼を怖がるのには、何か理由があるんでしょうか？」

「彼は昔からあまり素行がよろしくないようですから」

　先生は気になることを言って目を逸らした。

「すみません。これ以上は私の口からは。気になるようでしたら、明日にでもプリンスにお尋ねください」

（プリンスとルークの間に因縁が……？）

　謎は深まるばかりだ。
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　次の日––––。

　ノエルはルークに誘われ電動バイクを使った森林散策を楽しみ、街のレストランで食事をして帰ってきた。

　今日も屋敷にはゴーストたちの姿が見当たらない。空に星の輝き始めるこの時刻、普段ならもう彼らの活動時間だった。

（プリンスは？　上にいるのかな？）

　ノエルは一階の部屋から天井を見上げる。

　それから着替えをして鏡を見た。

　会いたい気持ちが募っている。思えば湖のほとりでキスをしたあの時以来だった。

（会ったらまずなんて言おう？）

　話さなければいけないこともあるけれど、ノエルの気持ちとしては、ただ単純に顔が見たい。

　髪を手櫛で少し整えて、部屋を出ようと戸口に向かった。

　その時、ドアの外側からノックの音が聞こえる。

「プリンス……？」

　同じ気持ちで向こうから会いに来てくれたんだろうか。

　ところがノエルの開けたドアをくぐってきたのは、プリンスではなくルークだった。

「プリンスって誰のこと？」

「えっ……」

「僕のことではないみたいだね」

「なんでもないから気にしないで……」

　言い訳が浮かばずに、ノエルは下を向いた。

「ノエル」

　ルークがノエルの肩に触れる。

「大切な話をしたくて来たんだ」

「大切な話？」

　一体なんだろう。ノエルには心当たりがなかった。

「外の風にでも当たりながら話そうか」

　ルークに促され、ノエルは彼と一緒にテラスに出る。

　蒸し暑い夏の夜。一階の各部屋から出られるガーデンテラスには、湿った風が吹いていた。

　目の前には雑草の生い茂る緑の庭と、その奥に墓地が見える。

　墓地の真上に出ている月は欠け、白々と淡い光を放っていた。

　ルークが舌打ちする。

「そうだ、こっち側は墓地だった……。なんでこんなとこに墓作ったんだろ？　ご先祖さまは相当趣味が悪いよな」

「僕はこの景色、嫌いじゃないけど……」

　錆びかけたフェンスに寄りかかりながら、ノエルはなんともいえない不安を感じていた。何かよくないことが起こりそうな気がする。

　ルークが隣に来て、普段見せないような真面目な顔をした。

「そんなことより僕が話したいのは、この先の、僕たちふたりのことなんだ。実はそれがスプーキーバレーまで来た理由でもある……」

「僕たちふたり……？」

　それはルークとノエルのことなのか。でも〝この先〟って？

　話の続きを待っていると、彼は意外な人の名前を口にする。

「ノエル、きみは聞いているかな？　弟のトーリのことだ」

「……！　トーリ？」

　心臓がどくんと大きな音を立てた。

「きみとトーリが産まれる前、うちの母ときみのお母上が話していたんだ。ふたりがアルファとオメガだったら結婚させようって」

「それは……僕も聞いてる……」

（でも、ルークがなんでその話をするの……？）

　どうしようもない胸騒ぎ。自分を落ち着かせようと、ノエルは生ぬるい空気を吸い込んだ。

「きみはオメガなんだろう？　僕はアルファなんだ」

　ルークが続けた。

「え……それはどういう？」

「分からないかな？　弟は生きて産まれてこなかったけれど、僕ときみなら結婚することができる」

「……？」

　分からない、何が言いたいのか。

　ルークがトーリの手を引き寄せて、指先に軽く唇を押し当てた。

「ノエル、結婚しないか？　僕たちが結ばれれば家族が喜ぶし、弟の供養にもなる」

「トーリの供養……？　トーリがそんなこと望んでる？」

　彼の考えが理解できなくて、考えるほど余計に頭が混乱する。

「だいたい僕とルークは結婚するような関係じゃ––––」

「何、ただの見合い結婚と同じだよ！　きみにとっても悪い条件じゃないと思うし。今その気になれなくても、気持ちはあとからついてくるって」

　ルークが遮って言った。

　ノエルは首を横に振る。

「無理だよ。僕には好きな相手が……」

　そこでルークの表情が変わった。

「好きな相手!?　ハ、何言ってる！　これまで散々話したのに、俺の話、聞いてなかった？　日本人なのかこっちのやつなのか知らないけど……、きみの周りに俺ほど将来性のある人間がいる？　それとも顔か？　くだらない！　俺を振ってどうでもいい相手を選んだら、きみは絶対後悔することになる！」

　つばを飛ばして言ってから、彼は怒りと興奮をはき出すように息をつく。

「……悪い。きみにも考える時間が必要だよな。ゆっくり返事を待つとするよ。でも、僕の気が変わらないうちに返事をした方がいい。それじゃあ……おやすみ、可愛いノエル」

　呆然とするノエルを残し、ルークは颯爽と屋敷の中へ戻っていった。

（えええ、今の何……!?　理解が追いつかないんだけど……！）

　彼の結婚したいという意思は分かった。けれどなんだかノエルは侮辱されたような気がした。

　それから視線を感じて振り向くと、すぐそばの庭の木の影に、背の高い別の影が同化している。

「……！　プリンス……」

　燃えるような瞳がこちらを見据えていた。

　これは、全部聞かれていた。そして彼は今怒っている。

　奥に並ぶ墓石たちが、彼の怒りのオーラに怯えるように一斉にカタカタと音を立てた。

「プリンス……誤解しないで、僕は」

「言わなくていい」

　まっすぐ歩み寄ってきた彼に遮られる。

「気に入らないのはルークの方だ。あいつめ、呪い殺した上で封印してやる……。二度とノエルの耳にくだらないことを吹き込めないようにな」

「……っ、ダメだよ、殺すなんてそんな怖いこと言っちゃ！」

　とても冗談には聞こえなくて恐ろしかった。

「ノエル……、お前はどっちの味方だ」

　落胆し、そして問いただすような瞳。

「待ってよ、敵とか味方とか！　ルークの話は断るし、さっきだって僕は断ったつもりだった」

　プリンスは黙ってノエルを見つめる。

　疑われているようで胸が苦しかった。

「ねえプリンス……」

　ノエルは彼のフロックコートの襟元に手を触れる。

「僕はきみを思ってる。ルークと結婚なんて考えられないよ。だから、彼に乱暴なことはしないで」

「…………。ノエル……」

　怒りに囚われて見えた彼が、今度は困惑の表情を浮かべた。

「ノエル、俺は……」

　息をつき、長い髪をかき上げる。

「俺はお前の悲しむようなことはしたくない……」

　この顔はしょげているのか。

「うん、ありがとう」

　ノエルは背伸びして、彼の鼻先にキスをした。冷たい鼻先が愛おしい。

「待ってて。僕がルークにちゃんと話すから」

　そうだ、ルークがここへ来た理由がプロポーズなら、きちんとお断りして帰ってもらわなきゃならない。そうしなければ、いつまでも息を殺して身を隠しているゴーストたちが可哀想だ。

　それに何よりこのままだと、ルークとプリンスとの間にトラブルが起こりかねない……。

　ノエルは胸の中でそれを確認した。

　ただ、ルークの目的が分からない。

　ふたりの結婚がトーリの供養になるなんて言っていたけれど、あれは本心ではないだろう。彼はトーリのお墓に花の一本も供えようとしないから。

　だったら家族を喜ばせたいなんていう動機もきっとあとづけだ。

　彼は本当に、何を考えているのか。

　ゴーストたちよりずっと、ノエルには生きた人間が分からない––––。


§　８



　翌日––––。

　ルークが仕事部屋として使っている一階の書斎をのぞくと、彼はデリバリーのピザを食べながら耳と肩の間にスマホを挟み、空いた手でノートＰＣを叩いていた。

「そうだよ、そういうのは俺が言わなくても適当にやっといてくれなきゃ！　……あっ、ノエル、ピザ食べる？」

「ううん、ありがとう。お仕事中だよね？」

　せっかくノエルがピカピカにしていたのに、彼が使ったここ二、三日で部屋の中はめちゃめちゃだ。

　辺りには脱いだ衣服や空き缶が散乱し、よく見ると絨毯にはケチャップか何かの染みがついていた。

（この汚れ、取れるかなぁ……？）

　ノエルは心の中でため息をつく。

「とりあえずその辺のもの、回収して洗濯するよ」

　まずは彼の仕事の邪魔にならない程度に、できることをしようと考えた。

　ところがルークがそれを止める。

「そんなのいいって。業者を呼ぶつもりだから。それともノエルは僕のそばにいたくて来ちゃった？　ごめんよ、あとで構ってあげる」

　彼は機嫌良くウインクなんか飛ばしてくる。

「そういうわけじゃ……」

（昨日の返事は今できそうにないし、僕はただ掃除がしたいだけなんだけどな……）

　ノエルは仕方なく引き下がった。

　戸口から離れるノエルに、ルークは電話で誰かと話しながらもヒラヒラと手を振ってみせる。（うーん、昨日のキレっぷりはなんだったんだろ？）

　どっちが彼の本性なのか。

　とりあえずノエルは話ができそうなタイミングまで、他の部屋を掃除することにした。

　おばさんに頼まれていた屋敷の掃除もすでに終盤だ。

　ルークがこれ以上、部屋を汚さなければの話だけれど……。

　それからしばらく––––。

　掃除のために、再びルークのいる書斎の前を通りかかった時だった。

（あれ、また電話してるのかな？）

　中からイラついた声が聞こえてくる。

「返済返済ってうるさいなあ！　そういうのを追い返すのもきみの仕事だろ！」

（返済って……。ルークは何かお金に困ってるの？）

　彼は羽振りのいいことばかり言っていたのに、一体どういうことなのか。聞いてはいけないと思いつつも、ノエルは気になってしまう。

「ああ、それは分かってる。今おふくろの実家の屋敷に来てるんだよ。……そう、スプーキーバレー。見たとこ家はボロ屋で価値なんかなさそうなんだが、敷地は広いし土地は値上がりしてるから、更地にして売ればそれなりの金になる」

（更地にして売る？　ええっ、どういうこと!?）

  ノエルは思わずドアの隙間から中をのぞいた。

　ルークはデスクに足を放り投げて電話をしている。

「権利書は今おふくろが持ってるが、おふくろお気に入りのオメガの子と婚約すれば、きっと喜んで権利書を出してくると思うんだよ。スプーキーバレーは俺たちの故郷でもあるからさ。妻のために別荘を建てたいとかなんとか適当に言って……」

（じゃあ、僕と結婚しようとしてるのは、このお屋敷を売ってお金に換えるため？）

　腹の底からふつふつと怒りが湧いてきた。

　ルークがお金に困っているというのには、ノエルも同情しなくない。けれど、お金のためにトーリの名前を利用し、ノエルを抱き込んでまでマリーおばさんを騙そうとしていたなんて。

　これはさすがに軽蔑するし、許せない。

　それにこの家がなくなったら、プリンスやゴーストたちはどうなるのか……。

　いろんな思いが胸の中に渦巻いた。

　その時––––。

「ノエル……？」

　盗み聞きしていたのをルークに気づかれてしまった。

「あ……」

　ルークが大股で歩み寄ってくる。

「そこにいたのか。まあいい、こっち来いよ」

　彼は不敵に笑って、ノエルの手首をつかまえた。

「……っつう！」

　力が強い。手首がキリリと痛んだ。

「痛いよ、放して……！」

「イヤだね。このまま逃がして、おふくろに告げ口されたら俺が困る」

「そんな！」

　逆光でルークの顔が見えなくなる。奥の窓から、真っ赤な夕日が書斎の中を照らしていた。

　仮に叫んでも夕日が差し込むこの時間、プリンスはこの部屋の中までは助けに来られない。

「なんだ、おびえてるのか」

　ルークがノエルを抱き寄せた。

「そういう顔好きだよ。たまんないよな」

「怖いよルーク……人が変わったみたいで……」

　触れ合う体から、彼の笑いの振動が伝わってくる。

「俺がただの気のいい男だとでも思ってたのか。俺はお前みたいに可愛いやつが好きだよ。けどな、可愛いやつをいたぶってやるのはもっと好きだ」

　言いながら、彼はノエルの首の後ろに歯を当ててくる。

「ヤだっ、噛まないで！」

「だったら大人しく股開けよ」

「えっ––––？」

　ノエルは信じられない思いで聞き返した。

　ルークがまた笑う。

「ひとつ屋根の下、無防備なオメガとふたりきりで、今まで手え出さずにいた俺って紳士だろ？　そろそろご褒美をもらうべきだと思わないか？」

「ご褒美って、何……？」

「そんなの分かるだろ。俺に突っ込まれてお前がシクシク泣くとこ見てみたい」

「やっ！」

　部屋の奥まで引っ張られ、デスクに上半身を預ける形で押さえつけられた。

「ホラ叫べ！　隣の家は一キロ先だ、叫んでも誰も助けに来ないけどなッ」

　力尽くで無理やり着ているものをずらされる。

（ウソ––––!?）

　彼がノエルの股を強引に開かせ、太い指を後孔に差し込んだ。

「やめて、痛いっ！」

「痛いって、まだ指一本しか入れてない。それともお前、処女なのか？」

　ノエルの後ろを指で犯しながら、ルークは面白そうに笑っている。

「や……ああっ！」

　指がどんどん奥へと侵入してくる。

　逃げたいのに、腰を押さえつけてくるたくましい腕からは逃げられなかった。

「ああ……ヤだっ、イヤだって––––！」

「ヤだって言うわりに、中は素直に濡れてるぞ？　ホラ！」

「––––ひッ！」

　内壁のやわらかな部分を引っ掻かれ、息が止まった。

「ははっ、嫌がるくせに感じてやんの」

「感じて……なんか……」

　ノエルは涙をこらえて唇を噛む。

　悔しい……！　好きでもない相手にこんなところを好きにされるなんて。

「まあいい、俺は無理やりする方が燃えるんだ。さあて、お前にはどんなふうに泣いてもらおうかな。ん？」

　ルークがニヤニヤ笑って挑発してくる。

「……っ、こんなことして、僕が言うこと聞くとでも思ってる？」

　ノエルは肩越しに彼をにらんだ。

「この家の裏庭のお墓には、トーリの魂が眠ってる。トーリは僕の大事なフィアンセだ。だから僕がトーリを守る。ここを更地になんかさせない！」

「は？　何言ってる。お前は俺と結婚するんだぞ!?」

　この男はまだそんなことを言っているのか。

「ルーク、僕はきみとは結婚しない。僕の愛すべき相手はトーリだから」

「何……何言ってんだ、お前……頭おかしいのか！」

　ルークの顔が真っ赤に染まった。

「俺がこの家の長男で、トーリは産まれもせずに死んだ赤ん坊だぞ!?　なのにっ、なんでお前はトーリにこだわるんだ！　死んだ人間が生きた人間に敵うはずがないだろう！」

　彼の手がノエルの腰から離れる。

　そしてアッと思った時には両手で首を絞められていた。

　怒りに染まったルークの顔、首に太い血管が浮いている。それを見ながら、ノエルは息ができない。

「く……かっ……！」

　目の前がだんだん暗くなってきた。もがいても、首を絞めるルークの腕はほどけない。

　彼は本当に殺す気なんだろうか。

　このまま死んでしまったらどうなるんだろう？

　裏の墓地が目に浮かぶ。あそこにノエルも埋められるんだろうか。

　そうしたら自分もゴーストになれる？　プリンスの……トーリのそばにいられる？

　酸素不足で働かない頭にそんな思考が入り込む。

（でもまだ……死ぬのはイヤだ……父さん母さんを……大切に思ってくれる人たちを悲しませたくない……！）

　最後の力を振り絞ってノエルはもがいた。

　その時ルークが突如苦しみだす。

「ぐぁああああッ！」

「は––––……」

　彼の手が離れ、ノエルの肺にようやく空気が入ってきた。

　一方のルークは宙に浮き、真っ青になってもがき苦しんでいる。

　こんなことができるのは、ノエルの知る限り一人しかいない。

「––––プリンス！」

　ルークの向こう側、部屋の真ん中に、どす黒いオーラを放つプリンスが立っていた。

　彼が掲げた右手をひねると、同じようにルークの体がよじれる。

　ルークが白目をむいた。

「やめてプリンス！　ルークが死んじゃう！」

「いや、殺やらせろ！　血のつながった兄とはいえ、こいつの所行は到底許しがたい！」

　意識を失ってしまったんだろう。ルークの動きが止まり、両腕が床に向かってだらりと垂れた。

　けれどもプリンスは止まらない。手首を逆側にひねり、さらにルークを締め上げようとしていた。

　さすがにもうまずい。

「プリンス！」

　ノエルが彼に飛びついて止めさせた。

　大柄なルークの体が、音を立てて床の上に落下する。

　照明や本棚が揺れた。

「ルーク！」

　駆け寄るノエルの背中に向かって、プリンスが弁明する。

「死んでない」

「え……？」

「殺してないよ……。こんなクソ野郎でも、死んだら母さんが悲しむだろう」

　確かに、床に倒れたルークは息をしていた。

（よかった……んだよね？）

　振り向いて見ると、プリンスはあからさまに目を逸らす。

「夕日で少し火傷した……。俺はもう行く」

「待ってトーリ」

　背を向けた彼をノエルが引き留めた。

　彼はびくんと背中を震わせて、その場に固まってしまう。

「なんで言ってくれなかったの？　トーリだってこと……」

　ノエルは勘づいていたけれど、プリンスがそれを隠す理由がどうしても分からなかった。

「それは……」

　彼はうつむいたまま、ゆっくりとこちらに体を向ける。

「それは、やっぱりフィアンセがアンデッドだなんて重いだろう……。俺は、お前にフラれたら生きていけない」

（ええっ、そんな理由で……？）

　予想外の答えに何も言えなくなってしまった。

　確かにノエルも生者と死者の間にある大きな隔たりに戸惑った。

　けど〝フラれたら生きていけない〟なんて……。

　そんなふうに想われていたなんて。愛しくて泣きたくなる。

「プリンス……」

　しばらく距離を置いて見つめ合う。

「きみがぼくにフラれる理由なんて、ひとつも思いつかないよ」

「〝生きていけない〟も何も、もともと生きてませんけどね……」

　騒ぎを聞きつけてきたんだろう、戸口まで来ていた先生がぼそっと口を挟んだ。


§　９



　医務室でプリンスの火傷の手当てをして戻ると、建物の外が騒がしかった。

「あれ、なんだろう？」

　ゴーストたちが庭に何か運び出している。

　大きなものを引きずるヨロイたちにハムスターたちがちょろちょろと続いて、何やらとても楽しそうに見えた。

　彼らは庭の奥の墓地まで行くと、そこへ運んだ荷物を放りだす。

　荷物が跳ねて土の上に転がった。

「ええっ!?　あれって……」

　窓から見ていたノエルは息をのむ。

「ルークだな」

　隣にいるプリンスが答えた。

　ノエルも自分の力だけではルークをベッドまで運べず、とりあえず書斎の床に寝かせておいたのだが。いつの間にかゴーストたちがそれを運び出してしまったらしい。

「招かれざる客が粗相を働いたんだ、追い出されてしかるべきだ」

　プリンスに、ゴーストたちのイタズラを止めようという意思はなさそうだった。

「でも、ちょっと……あれはさすがにやり過ぎなんじゃ……」

　確かにノエルもルークにはヒドイことをされたけれど、無抵抗な相手に鞭打つような真似をするのには抵抗がある。

「同情には値しないぞ。あれは十何年前の仕返しだ」

　プリンスが庭に下りていき、墓地から戻ってきたハムスターの一匹を拾い上げた。

「仕返し？」

「ああ。こいつらの」

（あ……！）

　それでノエルもようやく理解できた。ハムスターのアンデッドは飼い主にいじめられて死んだと聞いている。その飼い主がルークだったんだ。

　他のゴーストたちも彼を怖がっていたから、おそらく似たようなことをされたんだろう。

　それならプリンスの言う通り、この仕返しも同情に値しない。

「なるほど……。僕も運ぶの手伝えばよかった」

　墓地の隅、泥まみれで転がされているルークを眺め、ノエルは息をついた。

　するとプリンスが悪い笑みを浮かべてそそのかす。

「だったら、これから一緒にあいつを生き埋めにしにいこうか」

「埋めるって……、プリンス、それ本気で言ってる？」

　まるで悪魔のような発想だ。

「目には目を歯には歯を––––ゴーストの世界の掟だ。お前には仕返しをする権利がある」

　プリンスが魅惑の笑みを浮かべて言った。

「……っ……」

　確かにノエルも怒っている。ルークの身勝手な言動にはものすごく腹が立っていた。

　でも……。

「ううん。生きた人間の世界では、罰を与えるのは法と神さまだけだよ。実力行使は人の道に反する」

「なるほど。とても理性的だな。が、そういうのは生きた人間たちに任せておいて、俺は迷わず鉄拳制裁だ！」

　プリンスが庭仕事で使う大きなスコップを肩に担いだ。

「おい、暇なやつらは俺を手伝え！」

　彼のその声に、墓石の下からわらわらとガイコツたちが這い出してくる。

（うわ、壮観だな……！）

　ガイコツたちは二体や三体じゃない。十数体……いや、骨がばらばらになっていてよくわからないけれど、二十体はいそうだ。

　彼らがぐるりとルークを取り囲んだ。

　そしてプリンスがスコップをひと振り。地面に転がるルークの上に、バラバラと土を落とした。

（あっ！）

  そこでルークがようやく目を覚ます。

　彼は慌てふためいて上半身を起こすと、スコップをふり上げるガイコツたちを見回して甲高い悲鳴をあげた。

　あまりの声に驚いて、周囲の森から一斉に鳥たちが飛び立つ。

（ルーク、悲鳴を聞くのが好きみたいだったけど……彼が一番いい悲鳴をあげてるよね……）

　遠巻きに見ていたノエルはつい感心してしまった。

　それからルークは何度も墓石につまずきながら逃げていく。

「これだけおどかしておけば、二度とここへは近づかないだろう」

　戻ってきたプリンスがすました顔で言った。

「それで、あの方のお荷物はどうします？」

　廊下の向こうから来た先生に、プリンスは答える。

「門の外にでも投げ捨てておくか」

　それを聞いてノエルは慌てた。

「えっ……？　それ……、僕がやったと思われない？」

　この家にいるのはノエルだけだとルークは思っているはずだ。

「どうした？　ノエル」

　すでにルークの荷物を取りに行きかけていたプリンスが振り向く。

「いや……。ううん！　なんでもない」

　彼にひどいヤツだと思われるのも悪くない。そう思ったらノエルもスッキリした。

　今夜の月は、意地悪な笑顔みたいな半月だ。
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　それから屋敷は夜通しの酒盛りとなった。

　地下のワインセラーが開放され、屋敷のあちこちでゴーストたちが酒を酌み交わしている。

　ガーデンテラスでくつろぐノエルたちのところにも、彼らの楽しそうな声が聞こえていた。

「おお、見つけたぞプリンス！」

　トカゲの串焼きを片手に、ケダモノがノエルたちのいるテラスに出てくる。

　三百年の刑期中の彼も、今夜だけは棺桶から出ることを許されていた。

「おいっ、なんで俺サマがハンセーを強いられてる間に、お前がオメガちゃんとくっついてるんだよ！」

　テーブルで横並びに座るノエルたちを見て、彼は親指を下に向ける。

「もともと俺のだ」

　プリンスが銀のゴブレットを傾けながら、面倒くさそうに反論した。

「名前でも書いてあんのかよ！」

「産まれる前からのフィアンセだ」

「んあ？」

　ケダモノが隣のテーブルに座って話の続きを促す。

　飲みながらプリンスは続けた。

「親が決めたフィアンセなんだよ。ノエルは赤ん坊の頃から天使そのもので、親の戯れ言だろうと俺はこいつを自分のものにしようと決めた」

　お酒のせいか、今日の彼はいつもより少し饒舌みたいだ。

「産まれる前からって……お前、女の腹の中でも透視できんのか」

「腹の中からな」

「ん？」

「ノエルが先に生まれて、俺は母親の腹の中からこいつを見ていた。そのあと俺は産まれる前に死んでしまったが……」

（ええっと、つまり？）

　隣で聞いていたノエルは心の中で悲鳴をあげた。

　––––ひと目見た時から、俺はお前が可愛くて仕方なくて……。

　プリンスの言っていたあの言葉は、再会した時のことではなく、ノエルが産まれたてほやほやの時のことだったらしい。

（ロリコン!?　いや、でも、本人も赤ちゃんだったから不自然じゃないのかな？　精神年齢、絶対赤ちゃんじゃないけど……。というか、産まれる前からエスパーで神童だった？　産まれてこなかったのはそういうわけ？）

　天は二物を与えず、なんて言うけれど、トーリはもともと人として規格外のできで、人を越えた存在だったのかもしれない。それで産まれてこられなかったんだ。

　妙に納得のいったノエルだった。

　ケダモノが半笑いでプリンスを指さす。

「お前もしかして、フィアンセが可愛すぎてあの世に行けなかったのか！」

「……うるさい」

「俺サマ以上に煩悩のカタマリじゃねーか！」

「あのな、お前と一緒にするな！」

　プリンスが苛立たしげにゴブレットをテーブルに叩きつけた。

　それから彼は隣に座るノエルを見る。

「俺はこいつを下心で見ていたんじゃない。ノエルは生まれつき体が弱かったから……」

「じゃあ……、僕が心配でこの世を離れられなかったの？」

　ノエルの問いに、プリンスは曖昧に首を傾げた。

「……いや。命も持たないくせにお前に執着するなんて、俺の自己満足だ」

「でも、小さい頃一緒にいてくれた」

　思い出し、ノエルは胸の中がじんわりと温かくなる。

「自己満足なんかじゃないよ。僕はトーリとの思い出を胸に、今まで生きてこられたんだ」

　テーブルの下で彼の冷たい手に触れる。

「命なんかなくたっていい。プリンスは僕の愛する人だから……」

「ノエル……」

　プリンスもテーブルの下でノエルの手を握り返してくれた。

「命なあ……」

　ケダモノが隣のテーブルでトカゲの足をかじりながらつぶやく。

「ふたりがラブラブなのは分かったけどさ、命のないアンデッドが生きた人間と愛し合うのは大変だろ。だから俺は可愛いオメガちゃんを見つけたら、速攻で食っちまうんだよな。そうすれば晴れて死人同士だし！」

「あれ……？　ってことはケダモノには死人の恋人がいるの？」

「殺しておいて付き合えるわけがないだろう」

　ノエルの素朴な疑問に、プリンスがすげなく答えた。

「それもそっか」

「いや、今までなかったとしてもさ、死人同士ならワンチャンあるかもしれないだろー！」

　ケダモノはめげずに言う。

「俺がプリンスだったら、速攻でオメガちゃんを殺して妻にするぜ？」

　そんなことを言って彼は胸を張るけれど、ノエルにはぴんとこなかった。

「ねえ、死者と生者ってそんなに違う？」

　ケダモノに疑問をぶつける。

「違うっていうか、障害が大きいって話だ。とくにアンデッド系のゴーストは昼間外をうろつけないだろ？　だから遠くにも行けねえし。どこへも行けないロミオとジュリエットじゃねーか」

「それは僕も知ってたけど……」

　そういう障害を乗り越えていかなきゃいけないということは、考えてみるとそれなりに重かった。

　その時、ワインを注ぎに来ていた先生が、ふとした口調でつぶやく。

「アンデッドも一応、生き返れますけどね」

「えっ、なんですかそれ？」

　ノエルが声をあげ、ケダモノが息を呑んだ。

「あああっ、もしかしてアレのことか!?　聞いたことあるぞ！」

「言うなバカ」

　言いたそうにしているケダモノを、プリンスが頬をつねって黙らせる。

「先生も、余計なことは言わないでください！」

　先生はフフフ、と意味深な笑いを残して行ってしまった。

「えっ、どういうこと？」

　よく分からないけれど、ノエルだけ知らない何かがあるらしい。

「ねえ、なんで僕にだけ教えてくれないの？」

　するとケダモノがニヤニヤしながら教えた。

「エロい話だから」

「……えっ、エロ？」

　プリンスがゴブレットを置いて立ち上がる。

「おいっ、棺桶に強制送還されたいのか？」

「プリンスお前さあ、そんな恥ずかしがらないで教えてあげたらいいだろ？　生きた人間と交われば一時的に生き返れるって」

　それから三秒後、ケダモノは刑期を数日追加され、棺桶の中にワープしたのだった。

「えっ、待って？　生きた人間と交われば一時的に生き返れる、って……」

　力を使い、息を整えていたプリンスがびくっと肩を震わせる。

「どういうこと？　教えてよプリンス」

「それは……生きた人間と交わることで、幾分かの生気を分けてもらえるということだ。それで一時的に、血の通った人間と同じような状態に戻れる……」

「それってどれくらい？」

　ぼそぼそと答えるプリンスに、ノエルが食い気味に尋ねた。

　でもきっとそれは本当なんだろう。生者との触れ合いでアンデッドは生気を得ることができる。

　この前湖のほとりでキスした時も、プリンスはなんだか少し生気を取り戻してみえた。

「どれくらいって……さあ？　おそらく一日か二日だろ」

　プリンスは少し投げやりに答える。

「それで、生気を分けた方はなんともないんだよね？」

「…………。お前、何考えてる？」

「たぶんプリンスと同じこと」

　ノエルは彼の腕に自らの腕を絡めた。

「……！　俺はそんなこと考えてない！」

「そんなことってどんなこと？」

　直立したまま固まっている彼の顔を下からのぞき込む。

　ノエルだって、生きたプリンスを見てみたい。

　それにふたりで夜を過ごして朝の散歩ができたら、きっとものすごく幸せだ。

　プリンスは相当悩んでいるんだろう。眉間にしわを寄せこの世の終わりみたいな顔をしたあと、ぼそっと言った。

「いや……いろいろと問題がある。まず生気を分けるためだけにお前がそういうことを許すなら、俺は乗り気じゃない」

「何言ってるの。好きだからに決まってる」

　ノエルは上目遣いで彼の懸念を吹き飛ばす。

「で、他に問題は？」

「今思ったんだが……。俺が生きた人間みたいにツヤツヤした顔をしていたら、お前との間に何があったのか周囲に丸わかりだ」

「あっ……」

　それは確かに恥ずかしい。

「でも……」

「でも……、なんだよ？」

「僕はしたい」

　こんな大胆なこと、ノエルは生まれて初めて口にした。

　経験もないのに自分から誘って大丈夫なんだろうか。そう思うけれど止められない。

　プリンスの腕にしがみつくと、彼は大きく息を吸い、ノエルを抱き上げた。

「わわっと！」

　予告なしの行動にびっくりする。

　プリンスはノエルを横抱きにすると、月に向かってヤケクソ気味に言い放った。

「まあいい。もともと俺はお前に狂ってるんだ。今夜それを極めるのも悪くない」

　それからふたりは結界の張られた最上階の寝室に飛び込んだ。
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　キャンドルの火が、モザイクグラスを通して壁に複雑な模様を描きだしている。

　プリンスの寝室は、客席がひとつしかないプラネタリウムみたいだった。

　屋根裏の空間に大きなベッドがひとつ。他には屋根の梁が黒い影を作る以外は何も見えない。

　先にシャワーを浴びてしまったノエルは彼が戻ってくるまで、広いベッドの上でそわそわと待っていた。

（自分でしたいって言ったけど、僕、ちゃんとできるのかな……？）

　不安と期待に押しつぶされそうになる。

　そんな時間ののち……。

　一糸まとわぬプリンスが、濡れ髪をかき上げながらベッドに近づいてきた。ノエルはその姿に目を奪われる。

　命を宿していない肉体。だがその均整の取れた体はギリシア彫刻のように美しい。

　乳白色の肌は宵闇のような薄紫色を散りばめ、ところどころに浮き上がる青い血管は天の川を思わせた。

　目を少し下へずらすと、悠々と勃ち上がった男根が下腹で揺れている。

　ノエルは目の前の光景に息をのみ、体の芯を熱くした。

　ベッドまでたどり着いたプリンスは、優しい手つきでノエルの髪に触れる。

「どうした？」

「ううん……」

「なんだかぼんやりして見えた」

「ぼんやりっていうか……」

　ノエルは返す言葉に困ってしまい、正直に打ち明けた。

「見とれてた。プリンスが……すごくきれいで……」

　すると彼は心底驚いたような顔をする。

「死者をつかまえて何言ってる」

「プリンスは死んでても美しいよ」

　春の芽吹き、夏の海、乙女の可憐さ。そういうものの美しさは、きっと生命の輝きだ。

　でもそれとは違う美しさもある。

　例えば幾何学模様、空に輝く星々の光。神話と歴史の圧倒的ロマン。

「命がないから美しいのかもしれない。僕は、遠くにあるきみに憧れる……」

　そんなノエルの言葉に、プリンスは困ったように笑ってキスをした。

「俺は命を宿すお前の美しさを愛でたいな。ノエル……そのきれいな体を見せてくれ……」

　冷たい吐息でささやかれ、やんわりとベッドに横たえられる。

「でも僕の体、あんまりきれいじゃなくて……」

　男としては華奢な体型。脂肪も筋肉もあまりつかなくて、人から「生っちょろい」なんて言われる体が恥ずかしかった。

　いや、普段から気にしているわけじゃない。けれどこうして好きな相手に体を見せるとなると、途端に不安になってしまう。

「何言ってる、こんなに美味しそうな肌をして」

　プリンスが首筋に冷たいキスを落とした。

　二度、三度とされ、ノエルの体には反射的な震えが走る。

「でも僕なんて……ああっ！」

　腕の内側を甘噛みされた。

「プリンス」

　ついとがめるように名前を呼ぶと、彼はなぜか嬉しそうに笑う。

「上手く優しくできる気がしないな。お前の体は、俺にとってご馳走以外の何ものでもない」

　また冷たい唇が肌にはりつく。

「……っ、ひ！」

　舐めたり甘噛みしたりを繰り返された。

　ノエルはなすすべもなく翻弄されてしまう。

「……やっ、あんっ、そこっ」

　彼の愛撫が胸の頂まで上がっていった。

（何これ……！）

　そこを吸ったり舐めたりされると、胸だけでなく下半身まで疼いてしまった。

「うっ……」

「そんなに身を固くするな。力を抜いてくれ」

「でも」

「嫌じゃないんだろ？　ここ」

　見せつけるように、濡れた左右の胸の先をいじられる。

「熟れた木の実みたいになってきた」

「ああんっ！」

　指先でぎゅっとつままれて、感じたことのない快感が突き抜けた。

「はぁ……」

　力が抜ける。

　彼は指でノエルの胸を刺激しながら、また体のあちこちへ唇での愛撫を施した。

　はじめは冷たく感じていたプリンスの唇が、肌と同じ温度になっている。

　じわじわと熱くなる。ノエルの興奮が彼にも伝わって、ひとつになっているみたいだった。

　彼の美しい額を濡らすのは、汗なのかそれとも違う体液なのか……。

　プリンスの唇がノエルの足の付け根への愛撫をはじめていた。

　ノエルのそこは淫らに濡れて、すでにシーツを汚している。

「甘い匂いと味がする……」

　プリンスがため息をはき出した。

「お前の好きなグミみたいな」

「……っ……」

　言われるのが恥ずかしい。

「口の中」

「何もないよ」

「だったらやっぱりお前の匂いと味なのか」

　プリンスが脚の間から身を起こし、また体の上に上がってきた。

　そして優しくささやく。

「オメガだもんな」

　甘い体臭と体液は、オメガのフェロモンの影響だ。性的興奮でそれは強くなる。

「そうか、俺に興奮してるのか」

　プリンスが愛おしそうにノエルを見つめている。

　ノエルは羞恥で消え入りそうになりながら答えた。

「好きな人にこんなふうに触れられたら、きっと誰でもこうなる……」

「ノエルは俺が好き？」

「好きだよ、大好き」

「アンデッドなのに？」

　後孔に、濡れた指が押し当てられる。

「関係ない、そばにいてほしいのはきみだけ！　……っ、ああ！」

　指が窄まりを突破して中に押し入ってきた。

（あ––––……）

　プリンスの漆黒の瞳が真上からノエルを見ていた。

　その瞳には見たこともない興奮の色が、虹色の皮膜のように揺れて輝いている。

（悪魔みたいに美しい人が、僕を犯そうとしている––––。早く、早くひとつになりたい）

　彼の指は中の広さを確認するように二本ばらばらに動いて内側を探る。

「んんっ……」

「ここに、俺を……」

　そう言われて視線を下にずらすと、先走りをしたたらせた彼の猛りが目に入った。

　どくんと大きく心臓が鳴る。黒々とした幹が濡れて光る様子は淫靡そのものだった。

　また中で指が動く。

「ノエル、怖いか？」

「怖くないよ」

　半分ウソだ。怖いけれど欲しい。

　額からこめかみに汗が流れ落ちる。

「本当にいいんだな」

「早く来て！」

　余裕のない本音が出た。

　でもノエルはずっと待っていたんだ。ずっと、恋に落ちたその日から。

　早くしてくれないと苦しくて息ができない。

「ノエル……」

「愛してるから、僕を早くあなたのものにしてください」

　目尻を濡らすのは汗なのか、涙なのか。

「ああ。そうしよう……！」

　プリンスが指を引き抜き、代わりにそこへ自らの欲望をねじ込んだ。

（ああ––––！）

　交わる、結ばれる––––その言葉の意味を、ノエルは今初めて体で知る。

　雄の凶器が、体内のやわらかな部分を切り開く。

　されるがまま、体が動かなかった。

　ただ自分がされていることを皮膚と粘膜で感じる。

　プリンスが腰を進めていき、内ももが彼の腹部に密着した。

「んんっ！」

　彼がのどの奥でうなる。

　遅れてぶつかる衝撃を感じた。

　深いところに彼の雄の部分が突き刺さっている。

「プリンス！　トーリっ、僕––––！」

　彼がギリギリまで引き抜き、一気に突き刺した。

「––––ああっ！」

　また繰り返す。

「ひあんっ！　トーリ、好き！」

　されるだけなのに必死で、〝好き〟以外の感情が出てこない。

「ノエル、好きだ！」

　突き上げながら、彼もおそらく同じ感情で動いていた。

　眉間にしわを刻み、愛を叫びながら腰を振る。

　さすがに腹の中が痛かった。普段しない触れ合い方をしているんだから当たり前だ。

　でも嬉しい。大好きな人がこんなにそばにいて、自分を求めてくれている。

　ノエルは満たされる思いで愛しい人にしがみついた。

「あんっ、トーリ……っ、きもちいい」

　たぶん無意識の言葉だったのに、言ったら本当に気持ちよくなってしまった。

「もっと––––もっとよくなってくれ！」

　突き上げる動きが速くなる。

「あんっ、あんっ、ひっ、あうっ！」

　自分の口から出る声が、恥ずかしいのに止められなかった。

「––––っ！」

　また深いところに突き刺さった。

　意識が飛びかけて彼にしがみついて––––。

　気づいた時にはノエルは硬くもなっていない雄の部分から、白濁をまき散らしていた。

（ウソだっ、こんな！）

　恥ずかしい。でも、気持ちよすぎて止められない。

　ノエルの中で、彼の象徴が膨れあがった。

「ノエル、もうっ、イク……！」

　言い終わる前に、中に熱いものをぶちまけられる。

「ああっ……！」

　耳元でうめく声がセクシーだった。

　彼が中でびくびくと痙攣する。

　好きだ。気持ちいい。終わりたくない。

　この時間が永遠であってほしい。

　抱き合って、乱れた息のまま何度もキスをした。

〝好き〟があふれて止められない。

　一度だけでは足らなくて、ふたりは時間を惜しむようにしてお互いをむさぼり合った––––。



　結局昨日はいつ眠りに落ちたのかも分からなかった。

　気づいたら屋根裏が薄ぼんやりと明るくて、ノエルはとても空腹で。

　そして振り向くと隣には、光り輝くような美男子が横たわっていた。

　アンデッドのプリンスと、生きているトーリ・プリーストリーは、まるでリバーシの駒の裏表のような美しいコントラストを見せている。

　プリンスはノエルにとって、遠い存在としてのアンデッドの王子だった。ところが生者との交わりによってつかの間の命を得た彼は、ノエルと同じただのハタチの青年で。そのくせ顔も体つきもノエルより明らかに絵になっていて。

　つまり本当に憎らしいくらいの美男子だった。

　その上どこか幼い雰囲気すら持ちあわせているから目が離せない。そういえばトーリはノエルよりも産まれてくるべき日が遅かった。

（このギャップはズルい……！）

　二人で湖畔を散策している今、ノエルは彼の真横を歩けずにいた。

「ノエル、どうした？　足でも痛めたか？」

　歩く速度を緩めてもなかなか肩を並べないノエルを、プリンスはいぶかしんでいるようだ。

「ううん、なんでもない」

「そうか……、俺が昨日無理させすぎたのか。悪かった」

「ち、違うって」

　ノエルは足元の石をまたぎ、思い切って彼と肩を並べる。

「隣を歩くのは、なんだか……ドキドキしちゃって……」

「ん……？」

「トーリが……あんまり素敵だから……」

　ノエルが恥ずかしい思いを振り切って打ち明けると、彼の方が居たたまれないような顔をした。

「お前な……。鏡を見たことがないのか」

「えっ、僕の顔に何かついてる？」

「何をとぼけてる……。自分が普段、俺をどれだけドキドキさせているか自覚しろ」

「いやいやいや……」

　ノエルは苦笑いで湖面をのぞき込む。

　波紋に揺れながら映っているのは、幸せすぎて惚けているような自分の顔だった。どう見ても美貌の恋人には敵わない。

（こんな僕がいいなんて。プリンスの美的センスが分からない……）

　そんな時、水中を優雅に泳ぐ魚を見つけた。

「見てプリンス！　大きな魚がいるよ」

「本当だ。コイか、マスか？」

「ニジマスかな？　すごい元気に泳いでる！」

　木の幹につかまって岸のギリギリに立ち、二人は湖面をのぞき込む。

　水面近くまで上がってきた魚の鱗が、キラキラと日の光を反射した。

「この湖に魚がいるのは知っていたが、こんなに美しいとはな」

　プリンスが感嘆のため息をつく。

「今まで何度も見たのに、知らなかった……」

　確かに昼間の太陽の下でなければ、この輝きは見られない。夜の住人であるアンデッドには出会えない景色だった。

　また二人で歩きだす。

　ノエルは足元に咲く野の花を摘み、彼の上着の胸元に挿した。

「ねえプリンス、これから一緒にいろんな景色を見ようよ！　昼の景色も、朝焼けや夕焼けも。それからここじゃない場所もたくさん！　一緒に買い物に行ったり遊んだり。いつかは僕の暮らしてる日本にも……、ね？」

　アンデッドを飛行機に乗せるなんて大胆すぎる提案だろうか。ノエルはドキドキしながら彼の反応を待つ。

　するとプリンスは驚いたようにノエルを見つめ、バラ色に頬を染めた。

「お前の望むようにしたいが……お前、分かって言っているのか？　そうするためには、俺は毎晩でもお前を抱くことになる」

「あっ……」

　今度はノエルの顔に全身の熱が集まった。

　確かにそれ前提で考えていた。

「だって、昨日あんなに抱き合って……僕の中では僕らはああするのが当然、みたいになって……」

「そんなことを言われたら俺は、お前に溺れずにはいられない」

　腕の中に閉じ込めるようにして抱きしめられた。

「ああノエル、俺の可愛いひと」

　夏の香りのする唇にキスされる。濃厚な彼の存在を直に感じた。

　ノエルは全身の力を抜いてそのキスに応える。

　ああ……、とても幸せだ。

　繰り返すキスのせいで体が熱くなった頃。

　プリンスが額を押しつけるようにして顔を離し、ノエルを見つめてささやいた。

「結婚しよう。俺たちはもともと結ばれる運命フ　ィ　ア　ン　セだったんだ」

「僕もそうしたい！　でも、どうしたら……」

　具体的な方法が思いつかなかった。

「生者と死者の結婚を可能にする法はない、か」

　プリンスがノエルの思考を先回りする。

　ノエルは戸惑いながらもうなずいた。すると彼は目を細めて笑う。

「だとしてもアルファとオメガは結ばれることができる。自らの意思のみで」

（あっ……！）

　うなじをたどる視線と指先に息をのんだ。

「お前を俺だけのものにしたい」

　熱い視線に射貫かれる。

　今はハタチの青年の姿をしているけれど、全てを呑み込むような漆黒の瞳はゴーストたちの支配者《プリンス》の瞳だ。

「うん、きみのものに……」

　ノエルは輝く湖畔で愛する人にうなじをさらした––––。


§　エピローグ



　次の夏––––。

　月夜の湖畔に、夜の住人たちが集まっていた。

　燕尾服を着た首なし紳士、赤薔薇を挿したヨロイたち。

  ガイコツたちも今日ばかりはオシャレして、生前の姿を再現している。

　皆そわそわと落ち着かない様子だった。

　湖の精霊たちがふわふわと空中に姿を現し、首なし紳士の《先生》に聞く。

「ねえ、花嫁はまだ死んでいないって本当なの!?」

「ええ、事実です」

　その答えに精霊たちは浮き足だった。

「まあ！　生きてる子を選ぶなんて。プリンスは死ぬまで待てなかったのかしら？」

「いっそ殺してしまえばいいのに！」

「それができないほど愛しているんでしょう？」

「スキャンダラスだわ～」

　言い合う彼女たちを、首なし紳士がたしなめる。

「生者と死者が結ばれるのは、けっして前例のないことではありませんしね。ノエルさんは未だ命のある方ですが、プリンスのお妃さまとしてふさわしい方ですよ」

「ノエルってどんな子なの？」

「プリンスとは幼馴染みだそうです」

「だったら年は？」

「二十一歳ですね、私の計算では」

「そんなに若いの!?　やだぁ、赤ちゃんが産まれちゃう！」

「スキャンダラスだわ～」

　顔を赤らめくねくね動く、精霊の乙女たち。

　首なし紳士は小脇に抱えた頭部を揺らして笑った。

「本当に。こんな幸せな結婚はありませんよ」

　蝶ネクタイをした《ケダモノ》が、紳士の頭部を横から奪って話しかける。

「幸せになってほしいよな。あのオメガちゃんはいい子だし、プリンスはエラソーだけど、そんなに悪いやつじゃないしさ。ま、ルックスは俺の方がダンゼン上だけどな！」

「何ちゃっかり言っちゃってんの!?」

「どう見てもプリンスの方が上！」

「そうよそうよ！」

　ケダモノは余計なひと言のせいで、精霊たちからの総攻撃を食らった。

「コラァ叩くなよ、痛いって！」

　そこでにぎやかだった湖畔が静かになる。

「お、花嫁と花婿が来たみたいだ」

　ノエルとプリンスが腕を組み、夜の散歩道をやってきた。

  ふたりは白のタキシードに身を包み、ノエルの髪には同じ色の花かんむりが飾られている。

　微笑み合うふたり。白いサルスベリが風に吹かれ、恋人たちの頭上にライスシャワーを降らせた。

「まあまあ、可愛らしいカップルだこと！」

「プリンスがあんな顔するなんてな」

　仲睦まじそうなふたりの様子に、見守るゴーストたちの顔もほころぶ。

　そして鳴り止まない拍手の中、新郎新婦は向かい合った。

「ついにこの日が来たな」

　プリンスが感慨深そうに言う。

「一年前、ここでお前のうなじを噛んでから、毎夜お前が恋しくて仕方なかった」

　あれからノエルは日本に戻り、大学で単位修得を目指していた。

　来年の春には晴れて卒業となり、スプーキーバレーに住まいを移すことになっている。

　それに先駆けての今日の結婚式は、プリンスたっての希望で。早くふたりの関係を公にしたいという彼の思いを、周囲が受け入れてのことだった。

「これでお前は間違いなく俺のものになる」

　プリンスが人差し指の背でノエルの頬をなでる。

「僕は一年前からずっとプリンスのものなんだけどな」

　ノエルは照れながらささやいた。

「そんな可愛い顔をするな。誓いのキスが待ちきれなくなる」

　彼のひんやりとした唇が額に触れる。

「俺は出会った瞬間から、お前に心奪われている。それはこれからも変わりようがない」

　額に触れたキスが、今度は鼻筋へ。

「キスは誓いの言葉のあとですよ」

　先生が咳払いして止めた。

「分かってる」

「ごめんなさい」

　思わずプリンスに代わって謝って、ノエルは先生と彼に笑われる。

「……では、若いふたりが待ちきれないようですから、いろいろ飛ばして誓いの言葉を」

　先生に促され、ふたりは神父役の彼に向き合った。

　プリンスがおごそかに口を開く。

「では、皆の前で誓おう。––––これから先、我々は健やかなるときも病めるときも、喜びのときも悲しみのときも。富めるときも貧しいときも、お互いを愛し、敬い、共に助け合い––––」

「––––命ある限り、そして命なきあとも––––」

　続くノエルの言葉のあとは、ふたりで締めくくる。

「––––お互いを、愛し続けることを誓います––––」

　言葉の余韻もそこそこに、抱きしめ合ってキスをした。

　この愛を、死が引き裂くことはない。

「今日はよき日ですね」

　月夜の湖畔に月光色の風が吹く。

　死によって引き裂かれたふたりが、夫婦として永遠に結ばれた瞬間だった––––。


あとがき：谷村二十円



　谷村二十円です。この度は『アンデッド王子は誓いのキスが待ちきれない～許嫁オメガと初恋ウエディング～』をお手に取っていただき誠にありがとうございます。

　アスタリスク・ポミエ文庫さまで書かせていただいたこと、そしてこのお話を自分が書いたんだということが、まだ少し不思議です。

　というのもお話をいただき、編集さまとはじめてお電話で打ち合わせをした時、私は「ファンタジーは得意でない」って言ったんですよ。得意ジャンルといえばお仕事ものあたりです。

　そんな私が自分で言うのもなんですが、こんな可愛らしいお話を書くことになるなんて。なんとかレーベルカラーに寄せようと頑張ったというのもありますが、プロットからしっかり見てくださり、素敵なタイトルをご提案くださった編集さまのお力が大きいです。

　それとなんといっても表紙が素敵に可愛らしいので、読んでくださった方の脳内で素敵に可愛らしく映像化されていることと思います！

　ところでこのお話の原形を考えついた時は、実は主人公たちは双子の兄弟でした。双子の兄が産まれる前に死んでしまって、幽霊になって弟を守り、溺愛するというお話です。それを双子でなく産まれる前からのフィアンセにしました。オメガバースだったら男の子同士でフィアンセということもあり得るのかなと思って。こうしてトーリとノエル、そして先生やケダモノが誕生しました。

　このお話がオメガバースでなかったら〝オメガちゃん大好き〟なケダモノも誕生しなかったということですね。なんてありがたい設定なんだろう、オメガバース。

　ちなみに私が一番好きなシーンは湖のほとりでふたりが初めてキスするところで、好きな登場人物はケダモノです。ダメな子ほど可愛い（笑）。

　一方でみなさまのご感想はいかがでしたでしょうか？　この物語のキャラクターたちが、少しでも読んだ方々の心の中で生きられればいいなと思います。

「はじめから死んでますがね」ｂｙ 先生　

　ではまた、別の作品でもお目にかかれますよう。最後までお読みいただきありがとうございました。





二〇二一年初夏　谷村二十円


あとがき：上條ロロ



　こんにちは、そして初めまして。

　イラストレーターの上條ロロです。



　谷村二十円先生、この度は『アンデット王子は誓いのキスが待ちきれない』発売おめでとうございます。

　どのシーンも目に浮かんできて、本当に素敵で大好きな物語です。

　こんな素晴らしい作品の表紙を担当させて頂きまして光栄でした。



　編集Ｅさんにも大変お世話になりました。

　ありがとうございました！
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